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まえがき 

この 規格 は， 工業 標準化 法 第 14 条 によって 準用す る 第 12 条第 1 項の 規定に 基づき， 財団法人 自転車 産 
業 振興 協会 (JBP1) 及び 財団法人 日 本 規格 協会 (JSA) か ら ， 工業 標準 原案 を 具 し て 日本工業規格 を 改正す ベ き 
との 申出が あり， 日本 工業 標準 調査 会の 審議 を 経て， 経済 産業 大臣が 改正した 日本工業規格 である。 

これによ つて， JISC 9502:1998 は 改正され， この 規格に 置き換えられた。 

この 規格 は， 著作権法で 保護 対象と なって いる 著作物で ある。 

この 規格の 一部が， 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権 又は 出願 公開 後の 実用新案 登録 出願に 
抵触す る 可能性が ある ことに 注意 を 喚起す る。 経済 産業 大臣 及び 日本 工業 標準 調査 会 は， このような 特許 
権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権 又は 出願 公開 後の 実用新案 登録 出願に 係る 確認に ついて， 責任 は 
もたない。 
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自転車 用 灯火 装置 

Lighting equipment for bicycles 

序文 

この 規格 は， 1987 年に 第 2 版と して 発行され た ISO 6742-1 を 基に， 対応す る 部分 （横長 形 配 光 特性， 

ダイナ モ 出力の 保持， 環境 性能） について は 対応 国際規格 を 翻訳し， 技術的 内容 を 変更す る ことなく 作成 
した 日本工業規格 であるが， 対応 国際規格に は 規定され ていない 規定 項目 （円形 配 光 特性， 運転 特性 試験， 
耐 衝撃 性， 温度 サイクル 性， めっき 又は 塗装， 構造 及び 外観） を 日本工業規格 として 追加して いる。 

なお， この 規格で 側線 又は 点線の 下線 を 施して ある 箇所 は， 対応 国際規格 を 変更して いる 事項で ある。 
変更の 一覧表に その 説明 を 付けて， 附属 書 JA に 示す。 

1 適用 範囲 

この 規格 は， ^?§.|?..?_1丄1..に規定する自転車に取り付けて使用する自転車用灯火装置 （以下， 灯火 装置と 
いう。） について 規定す る。 

び 星 SL さ (は:？!? 可 態_ な 適 は-き- IS L ェも _1 ヒ 

注記 この 規格の 対応 国際規格 及び その 対応の 程度 を 表す 記号 を， 次に 示す。 

ISO 6742- 1:1987, Cycles ― Lighting and retro-retlective devices ― Photometric and physical requirements 
—Part 1 : Lighting equipment (MOD) 
なお， 対応の 程度 を 表す 記号 (MOD) は， ISO/IEC Guide 21 に 基づき， 修正して いる こ と を 示す。 

2 引用 規格 

次に 掲げる 規格 は， この 規格に 引用され る ことによって， この 規格の 規定の 一部 を 構成す る。 これらの 
引用 規格 は， その 最新 版 （追 補 を 含む。） を 適用す る。 

^1き_に^!_0ス-_1直動_き_指§1霉_氮計_罨—_第_2_菌丄_霉遮計_§_び霊里社_(_：^_^^^ 

^1き_に1《<1?_丄__照度_社—簿丄部._:.ニ盤計_曩1き 

i5 き. & 7 え Q?L. 携赍電 電 1, 
^1き_(^_7ぇ1_9_._.皇藍事幾靂ぇ_ヒズ担霪_1 

き. Q お flL ュ-ヒ 力 ：ヒ 乾電池 
^1き.にぉ.1丄.グ_ぇヒカ_リ_ニ逸電迆 
0! さ c_ お A さ- …-リ _±_ ク.: ^二-逸 霉迆 宏-金 性 

JISC8705 密閉 形 ニッケル • カドミウム 蓄電池 

) 主ョ己 対ル [> 国際 現 格 ： IEC 61951-1, Secondary cells and batteries containing alkaline or other non-acid 
electrolytes ― Portable Sealed rechargeable single cells ― Part 1 : Nickel-cadmium (MOD) 
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？.? …蜜 通 望 三 、だ. 乞ん ヒソぁ 素 _f. 電迆. 
き-に? S 二 U...;!:: タク: ぇヒ樓藥歷 リ -チ. ゥ 逸 Si 逸 

^?き.に化9_0_らを_：?:_6_—_壜_導』もき_さ_接ニ電ぎ:__電まニま_該/虔_糖動菱き」15迭 

き.??. 事 蒲 塗 厘 通 M. 
き.??.? _m—JJ き 率 二せ 薄 び 

J- ほ. 化? _4A?. …直-転 事 ニノ 丄ズ 

き H_8 え Q ？…. や.:?. き _< 通 食 性 I ま驗： 法 
きせ- 8- お P —…零 MS 美き 
ぉき_1?__ 8 -化4?___三？_ケ__ノぉ_*_?__き^び三:ど__ケ」ヒ：：_之_ョふ_ゃ：2_き_ 

^1き^_ぉ91__色_り_春_垂；§迭ニぉる.泰鱼?^_逸_び-_ふ_9ァ丄(^；?；.1_。_逢色系. 

JISZ8724 色の 測定 方法 一光 源 色 



3 用語 及び 定義 

この 規格で 用いる 主な 用語 及び 定義 は， ^1さ_化?丄(!1にょ_.§1?_?5ラ2...次にょ る。 

3.1 

自転車に 取り付けて 使用す る 自転車 用 照明 装置の 総称。 前照灯 及び ノ 又は 尾灯の 灯火， ダイナ モ 又は 電 
池の 電源な どから 構成され る。 
3.2 

前照灯 （headlamp) 

走行 中， 道路 上で その 自転車の 存在 を 示し， 同時に 前方の 道路 を 照明し 障害物な ど を 確認す るた めに 白 
色 光 又は 淡黄色 光の 光線 を 放つ 灯火。 
3.3 

尾灯 (rear lamp) 

自転車の 後部から 赤色 光の 光線 を 放ち， サイ ク リストの 存在 を 示す 役割 を 果たす 灯火。 
3.4 

電球 (filament lamp) 

電流 を 流す ことによって フィラメントが 高温と なり， 白熱 光 を 発する 光源。 
3,5 

JJ3>-.(!i 血 -CMt せ]? り 

靂 M き さ-幾. せ- 1§± 導体 素 二種.。… 1 先-む-ま 二]： ひ— も- ヒ う-に 

3,6 
3.7 

ダ丄 ええに 霊き. 扛_§ 熏 1. き靂邕 とふ-:? _S_ ヒ 5_ ぇヒ .墨红 ，…三 二 jf ：，… 

は .S_ さ-く?:： に ま授鱼 き-な-ざ-さ 、一き-構- 袭 き- tk§J_fe¥_S 照 通 1 置 。…な-オ^^^ 
及び 支持 金具 は， 省く ことができる。 
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3,8 

. . [dyna mo) 

ダ丄 t やき 食 _ む。… 

3.9 

さ. _ を.??. う.？ >_ に 直 IS や丄、 -ズに [^藍き. れ？; 違電蘇 

3.10 

基準 軸 (axis of reference) 

灯火の 通常 使用 状態 及び 試験 測定 状態に お け る 方向の 基準。 製造業 者が 定めた 特性 上の 水平 軸 とする 
(図 1 参照)。 
3.11 

fei^ 中/し、 (center of reference) 

灯火の 光 放射 面と 基準 軸との 交点 （図 1 参照)。 
3.12 

光線の 中心 （beam center) 

テス トス クリーン 上で 見た 場合の 明るさの パターンの 中心部 領域。 
3.13 

定格 電圧 （rated voltage) 

電球に 記された 電圧。 _驅造_1者_カ?_室ゃ_な：^輪通??_霧£_。_._ 

3.14 

基準 光 5iC (reference luminous flux) 

電球 又は LED の 特定の 光束。 灯火の 測 光 特性 は， それ を 基準と する。 

基準 中心 




図 1 一基 準 軸 及び 基準 中心 



4 種類 

灯火 装置の 種類 は， その 電源 及び 構成に よって 区分し， 表 1 による。 



著作権法 により 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ております。 



4 

C 9502 ： 2008 



表 1 一灯 火 装置の 種類 



種類 


電源 


構成 


タイプ I 


ダイナ モ式 


ダイナ モ， 前照灯 及び 尾灯で 構成す る タイプ。 


タイプ II 


ハブ ダイ ナモ 以外の ダイ ナモ 及び 前照灯で 構成す る タイ プ。 


タイ プ m 


ハブ ダイ ナモ 及び 前照灯で 構成す る タイ プ。 


タイプ IV 


電池 式 


電池 （一次 電池 又は 二次 電池） を 使用した 前照灯 及び/又は 電池 
を 使用した 尾灯で 構成す る タイプ。 



5 部品 名称 及び 構成 

灯火 装置の 主な 部品 名称 及び 構成の 例 を， 図 11 〜図 15 に 示す。 ただし， 尾灯， コード， 泥除け 用 カバ 
一 及び 支持 金具 は， 省略す る ことができる。 

6 灯火 装置の 光度 及び 光線の 色 
6.1 前照灯の 光度 及び 光線の 色 
6.1.1 光度 
6.1.1.1 最低 光度 

前 照 _ff えむ.. そや-配-せ. 特性-に 邕 i;__T_，.__H_: 丄き) _4 び丄 4:^^^^^ 

なぶ-き _ ^貝 _ で愿ぇ き丄ェ (さ-な- ヒ。… 
a) 試験 方法 1 (横長 形 配 光 特性） による 場合 前照灯の 光度 は， 14.1.1 及び 14丄2 a) によって 測定した と 
き， 図 2 に 示す ス ク リーン 面の 照度の 測定 点 A， B 及び 領域 C における 光線の 光度 値メ， 5 及び C は， 
次に よる。 

1) 測定 点 A の 光度 値 は， 400 Cd 以上で あり， かつ， 前照灯の 最大 光度 値/ max の 80 % 以上で なければ 

ならない。 

400cd^^^0.8/,3x 

2) V 面 上の 測定 点 B と 3.5。 D 面 上の 測定 点 B の それぞれの 点 を 直線で 結んだ 領域 内の どの位 置に お 

いても， 光度 は 0.5 /max 以上で なければ ならない。 

趣. 5/ 蒙 

3) 15° U と 15。 D 及び 80° L と 80° R の 間の 範囲 内の どの位 置に おいても， 光度 は， 0.05 cd 以上で 
なければ ならない。 

4) H 面から 上方の どの位 置に おいても， 光度 は 120cd を 超えて はならない。 

C^120cd 
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V 領域 C 




2.5° D 



D 



3.5" D 



A 



夸 



4.5° D 



夸 



4。L 



4。R 



H ： 基準 軸 を 含む 水平面 を 示す。 
V ： 基準 軸 を 含む 垂直 面 を 示す。 

U 及び D ： それぞれ 水平面から 上方 及び 下方への 角度 を 示す。 
L 及び R: それぞれ 垂直 面から 左方 及び 右方への 角度 を 示す。 



図 2 — 試験 方法 1 の 照度の 測定 点 



試験 方法 2( 円形 配 光 特性） による 場合 前照灯の 光度 は， 14.1.1 及び 14.1.2 b) によって 測定した と き， 
図 3 に 示す スクリーン 面の 照度の 測定 点 A, B， C， D 及び E における 光線の 光度 値 A B， C， D 及び 
E は， 次に よる。 

1) 測定 点 A の 光度 値 は， 400 Cd 以上で あり， かつ， 前照灯の 最大 光度 値/ max の 80 % 以上で なければ 

ならない。 

400cd^^^0.8/_ 

2) 測定 点 B， C， D 及び E の 平均 光度 値 は， 100 cd 以上で あり， かつ， 各 測定 点の 光度 値 は， 50cd 以 
上で なければ ならない。 

B,C,D,E^ 50 cd 

丄 (お き lOOcd 

なお， 2 灯 式で， 1 灯 ごとに 単独で も 点灯す る ものに ついては， 1 灯 ごとに それぞれの 値 を 満足し な 
ければ ならない。 
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図 3 — 試験 方法 2 の 照度の 測定 点 



6.1.1.2 光度 区分 及び 照射 範囲 区分 

a) 光度 区分 前照灯の 光度 は， 6 丄 1.1 の 規定に よる 配 光 特性 を グレード 1 (標準） とし， 更に 表 2 の規 
定 に 適合す る もの を 各 グレードに 区分す る 。 

表 2 — 光 度に よる 区分 



光度 区分 


配 光 特性 


横長 形 


円形 


測定 点 


光度 


測定 点 


光度 


グレード 1 
(標準） 


A 点 


400 cd 以上 


A 点 


400 cd 以上 


B, C, D 及び E 点の 各 点 


50 cd 以上 


B, C, D 及び E 点の 平均 


100 cd 以上 


グレード 2 


A 点 


標準の 2 倍 


A 点 


標準の 2 倍 


B, C, D 及び E 点の 平均 


グレード 3 


A 点 


標準の 3 倍 


A 点 


標準の 3 倍 


B, C, D 及び E 点の 平均 


グレード 4 


A 点 


標準の 4 倍 


A 点 


標準の 4 倍 


B, C, D 及び E 点の 平均 


グレード 5 


A 点 ， 


標準の 5 倍 


A 点 


標準の 5 倍 


B, C, D 及び E 点の 平均 


横長 形で は， 光度 区分の グレード によらず， B 点の 光度が 0.5 /max 以上， 領域 C の 光度が 120 cd 以下。 



b) 照射 範囲 区分 前照灯の 照射 範囲 は， 6.1.1.1 及び 6.1.1.2 a) の 規定に よる 配 光 特性 を 標準と し, 更に 表 
3 の 規定に 適合す る もの を 広角 と 称して 区分す る。 

表 3 — 照射 範囲に よる 区分 



照射 範 
囲 区分 


配 光 特性 


横長 形 


円形 


測定 点 及び 範囲 


光度 


測定 点 


光度 


広角 


V 面 上の B 点と 3 ぶ D 面 
上の 点 を 直線で 結ん 
だ 領域 内 （図 4 参照） 


/ ^100 cd X グレードの 
等級 （表 2 の 光度 区分に 
対応す る グレード） 


CT 点 及び 
点 

(図 5 参照） 


I ^100 cdX グレー ドの等 
級 （表 2 の 光度 区分に 対応 
する グレード） 
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H : 基準 軸 を 含む 水平面 を 示す。 
V ： 基準 軸 を 含む 垂直 面 を 示す。 

U 及び D ： それぞれ 水平面から 上方 及び 下方への 角度 を 示す。 
L 及び R: それぞれ 垂直 面から 左方 及び 右方への 角度 を 示す。 



図 4 — 試験 方法 1 の 照度の 測定 点 （広角 • 横長 形） 
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図 5 — 試験 方法 2 の 照度の 測定 点 （広角 • 円形） 



6.1.2 前照灯から 放射され る 光線の 色 

前照灯から 放射され る 光線の 色 は， 白色光 又は 淡黄色 光であって， 次に 規定す る 色 度 座標に よる。 
a) 白色光 光線の 色 は， 14.1.3 の 試験 を 行った とき， JIS Z 8701 に 規定す る 色 度 座標に おいて， 表 4 の 
座標に 囲まれ， 図 6 に 示す 色 度 範囲に なければ ならない。 

なお， LED を 光源 とする 前照灯で は， 表 5 の 座標に 囲ま れ， 図 6 に 示す 色 度 範囲で な ければ な ら な 



い 



表 4 一 白色光 を 限定す る 色 度 座標 





0.285 


0.453 


0.500 


0.500 


0.440 


0.285 


y 


0.332 


0.440 


0.440 


0.382 


0.382 


0.264 
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表 5 — LED を 光源と する 前照灯の 白色光 を 限定す る 色 度 座標 





0.260 


0.440 


0.500 


0,500 


0,440 


0.260 


-乂 


0.334 


0.450 


0,450 


0.382 


0.382 


0.245 



b) 淡黄色 光 光 糸 泉の 色 は， 14.1.3 の 試験 を 行った とき， JIS Z 8701 に 規定す る 色 度 座標に おいて， 表 6 
の 座標に ffl まれ， 図 6 に 示す 色 度 範囲に なければ ならない。 



表 6 — 淡黄色 光 を 限定す る 色 度 座標 



X 


0.466 


0.477 


0.541 


0.524 




0.500 


0.515 


0.451 


0.442 



0,9 
0.8 
0.7 
0,6 
0.5 
0,4 
0.3 
0.2 
0.1 
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図 6 — 各 色の 色 度 座標の 範囲 

6.2 尾灯の 光度 及び 光線の 色 
6.2.1 尾灯の 光度 

尾灯の 光度 は， 14.2 で 試験 を 行った とき， 次に 規定す る 各項に 適合し なければ ならない。 



a) 基準 軸 方向の 最低 光度 図 7 に 示す ス ク リー ン 面の 測定 点 HV [基準 軸 を 含む 垂直 面 （V 面） 

軸 を 含む 水平面 （H 面） との 交点] と 尾灯の 基準 軸と を 直角に 一致 させ， 測定した とき， スクリーン 
の 測定 点 HV の 光度 値 は， 0.75 cd 以上で あり， かつ， 測定 点 B の 光度 値 は， 0.10 cd 以上， 測定 点 C 
の 光度 値 は， 0.02 cd 以上で なければ ならない。 
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H : 基準 軸 を 含む 水平面 を 示す。 

V ： 基準 軸 を 含む 垂直 面 を 示す。 

HV ： スクリーン 上の H 面と V 面との 交点 を 示す。 

U 及び D ： それぞれ 水平面から 上方 及び 下方への 角度 を 示す。 

L 及び R: それぞれ 垂直 面から 左方 及び 右方への 角度 を 示す。 

図 7 — 尾 灯の 照度の 測定 点 

b) 上方 向の 最低 光度 尾灯 は， 基準 軸と 上方 向に 垂直な 軸 を 中心 軸と する 半角が 45。 の 円す い 形の 内部 
では， 0.02 cd 以上の 光度の 赤色 光 を 放射し なければ ならない （図 8 参照）。 




図 8 — 尾 灯から 垂直 円す い 形に 放射され る 光線 



6.2.2 尾灯から 放射され る 光線の 色 

尾灯から 放射され る 光線の 色 は 赤色 光であって， 14.2.3 の 試験 を 行った とき， JIS Z 8701 に 規定す る 色 
度 座標に おいて， 表 7 の 座標に 囲まれ， 図 6 に 示す 色 度 範囲に なければ ならない。 



表 7 — 赤色 光 を 限定す る 色 度 座標 



X 


0.645 


0.665 


0.735 


0.721 


y 


0.335 


0.335 


0.265 


0.259 
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7 ダイナ モ 
7.1 定格 

発電 ランプの 定格 電圧 及び 定格 出力 は， 自転車の 速度が 15 km/h のとき の ダイナ モの 電圧 及び 出力で 表 

す。 

なお， ハブ ダイナ モの 定格 電圧 及び 定格 出力 は， タイヤの 呼び 径が， 標準 車輪 用で は 26， 小径 車輪 用で 
は 22 の 場合の 値と する。 

電球 を 光源 とする 発電 ラン プの 定格 電圧 及び 定格 出力 は， 表 8 による。 LED を 光源と する 発電 ラン プの 
定格 電圧 及び 定格 出力 は， 表 8 による ことが 望ましい。 



表 8 — 定 格 



区分 


定格 電圧 


定格 出力 




V 


W 


1 灯 用 


6 


2.4 




6 


3 




6 


6 


2 灯 用 


6 


3.2， 3.2 



7.2 出力 特性 

ダイ ナモ は， 14.3 で 試験 を 行った と き， ダ丄; Lt9j| 廳 に: ^丄さ _ や) 出力 特性に 適合し なけれ 

ばなら ない。 

a) タイプ I に 規定す る ダイナ モに 適用 ダイナ モの 端子 電圧 は， 表 9 に 規定す る 最小値と 最大値との 間 
になければ ならない。 



表 9 一 出力 特性 



自転車の 
速度 
km/h 


定格 電圧に 対する 端子 電圧の 比率 

% 


最小値 


最大値 




50 


117 


15 


85 


117 


30 


95 


117 



！?) -タ ィス-ス？-ヌ链 タ ri: ス jmJJ^M 室; t さ.^：！ す！^ 
_1 上 JI 準 _導_ 輊? i 性… J 藍 事-り 違 度お _1. に Hi?^.. ひ t き- さ: 丄 t_ き. 9 き t ま も. 卖_搭 霊^^ 

？丄… @ 連 運轄 持-性… JS き-事-り 連 度-も 气さ _]^_.! しき. えき ？^. 端ま霉 を ま L 
霪里り_4丄_?!!^^^_上：？_な_は^^拔な__1な_ヒヒ. 

予靂)^_9.1?ぇ__%纵1：??_な_は^^さ:な_ら_な_ヒ2__. 

4)—.連轄運転特_性„_扇_転事^5速度ぉ_3_9上111/??_で__8___1閭連_1運_転レに_タ:ィ_ぇ_き_ゅ^常_^^ 

7.3 ダイナ モ 出力の 保持 

15 km/h に 相当す る 速度で， 表 10 の 抵抗 値 又は 発電 ラ ンプの 定格 電圧 及び 定格 出力から 計算され た 抵抗 
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値の: ^_ヒ さ! 三 _ヒ1 皐. 9. 抵抗器 を 付け， 連続] 時間 運転した ときの ダイナ モの 端子 電圧 は， その ダイナ モの定 
格 電圧の 85 % 以下に 低下して はならない。 

8 電池 

8.1 一次 電池 

8.1.1 仕様 

灯火 装置に 附属す る 一次 電池 は， え 9_ 種 蓮 J らえ さぶ J さ にお?. し. II さぶ お 

8.1.2 光度の 維持 

8.1.2.1 —次 電池 を 使用した 前照灯 

14.4 の 試験 を 行った 後， 図 2 又は 図 3 の 測定 点 A における 光線の 光度 値 は， 100 cd 以上で なければ な ら 
ない。 

8 丄 2.2 —次 電池 を 使用した 尾灯 

14.4 の 試験 を 行った 後， 図 7 の 測定 点 HV における 光線の 光度 値 は， 0.25 cd 以上で なければ ならない。 

8.2 二次 電池 
8.2.1 仕様 

灯火 装置に 附属す る 二次 電池 は， え 9_種 通 【ぶえ:? _:?_2__ JISC 8 7 5 ， JJ_ さ，！?.. む ft さ,... おき. なに (?„4^.§ュ 
8.2.2 光度の 維持 
8.2.2.1 二次 電池 を 使用した 前照灯 

14.5 の 試験 を 行った 後， 最後に 測定され た 電圧 を 標準 光源に 与えた ときの 光度， 又は 電池 を 使用した 前 
照 灯が システムの 部分で ある 場合に は， その システムに 与えた ときの 光度 は， 6.1 丄 1 に 規定す る 値 以上で 
なければ ならない。 
8.2.2.2 二次 電池 を 使用した 尾灯 

14.5 の 試験 を 行った 後， 最後に 測定され た 電圧 を 標準 光源に 与えた ときの 光度， 又は 電池 を 使用した 尾 
灯が システムの 部分で ある 場合に は， その システムに 与えた ときの 光度 は， 6.2.1 a) に 規定す る 値 以上で な 
ければ ならない。 

9 スィッチ 性能 （電池 を 使用した 前照灯で 適用 可能な 場合） 
9.1 要求 事項 1 

電池 を 使用した 前照灯の スィ ツチの 動作 は 確実で， _ろ 丄:? _±_ き. 移數き _せ 工? き 替え §A5??J. も 

ON-OFF の 位置が 明確で なければ ならない。 この スィ ツチ 操作に よって， 電池が 移動す る ことがあって は 
ならない。 スィッチ を ON 又は OFF の 位置に 切り替えた とき， 及びね じ 式の スィッチの 場合に は， 完全に 
ねじ 込んだ とき 又は 戻した ときに 目で 見える 電球の ちらつき があって はならない。 
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9.2 要求 事項 2 

電池 を 使用した 前照灯の スィッチ は， 定格 電圧 条件 下で 回路 を 5 000 回 開閉した 後， 9.1 に 適合し なけれ 
ばなら ない。 ただし， 電池が 不能に なった ときには， 電池 を 交換して 試験 を 継続す る。 

10 環境 性能 

10.1 灯火 装置の 耐 振動 性 

灯火 装置 は， 14.6.1 で 試験 を 行った とき， 次に 規定す る 各項に 適合し なければ ならない。 
a) 前照灯 及び 尾灯 は， 試験 中に 取 付 箇所が 緩んだり， 脱落して はならない。 試験 後， 前照灯 及び 尾灯 は 
正常に 機能し， 材料の 弱さな ど， 部品の 変位の 証拠 を 示して はならない。 電球が 切れた 場合に は， 試 
験 後の 性能 確認の ため， 前照灯 内部の 電球 を 交換しても よい。 電球の 緩み 又は その他の 故障 は， 前 照 
灯の 故障と する。 

ぉ_—艺丄1ラ丄も__諮:敏^1^取过篇_所_ゅ_，_&さぇ1，__1§ふ_：?__«ま_カ毛_乞な^^ 

7_.；？ 丄 合 は (ギ? さ-を. な 上 ヒ。 
10.2 前照灯の 耐 衝撃 性 

前照灯の 耐 衝撃 性 は， 14.6.2 で 試験 を 行った とき， 構造に 異常が 生じて はならない。 ただし， ヘッド ケ 
—ス にへ こみが 生じても よい。 
10.3 灯火 装置の 温度 性能 

灯火 装置 は， 14.6.3 で 試験 を 行った とき， 次に 規定す る 各項に 適合し なければ ならない。 

a) 前照灯 は， 試験 後 正常に 機能す る ものと し， 力つ， 6.1 に 適合し なければ ならない。 

b) 尾灯 は， 試験 後 正常に 機能す る ものと し， 力つ， 6.2 に 適合し なければ ならない。 

C) ダイナ モは， 試験 後 正常に 機能す る ものと し， 力つ， 7.2 に 適合し なければ ならない。 
10.4 灯火 装置の 耐湿性 
灯火 装置 は， 14.6.4 で 試験 を 行った とき， 次に 規定す る 各項に 適合し なければ ならない。 

a) 前照灯 は， 試験 後 正常に 機能す る ものと し， かつ， 6.1 に 適合し なければ ならない。 

b) 尾灯 は， 試験 後 正常に 機能す る ものと し， 力つ， 6.2 に 適合し なければ ならない。 

C) ダイナ モは， 試験 後 正常に 機能す る ものと し， 力つ， 7.2 に 適合し なければ ならない。 
10.5 灯火 装置の 耐食 性 

灯火 装置 は， 14.6.5 で 試験した 後， 正常に 作動し， 使用 上 有害な さびに よる 腐食が あって はならない。 
10.6 前照灯 及び 尾灯の 耐燃 油性 

前照灯 及び 尾灯 は， 14.6.6 で 試験 を 行った とき， レンズの 表面に は， 局部 的で 微細な 表面の ひびの ほか 
に， 肉眼で 見える 劣化の こ ん 跡が あ つて はならない。 
10.7 灯火 装置の 混 度 サイクル 性能 

ダイナ モ によって 発電され る 電流 を 電源と する 発電 ランプ は， 14.6.7 で 試験 を 行った とき， 箇条 12 の 各 
項に 適合し なければ ならない。 
10.8 前照灯の 高速 運転 性能 

ダイナ モを 使用す る 発電 ランプで， LED 光源 及び 電子回路 を 内蔵した 前照灯 は， 14.6.8 で 試験 を 行った 
とき， 正常に 機能す る ものと し， 力つ， 6.1 に 適合し なければ ならない。 
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11 めっき 又は 塗装 
11.1 一般 

めっき 又は 塗装 を 施した 面に は， 素地の 露出， はがれ， さび， 割れ 及び その他の 著しい 欠点が あって は 
ならない。 
11.2 塗装 

塗装 を 施した 面の 外観の 状態 を目視 などに よって 調べる と ともに， JISD0202 の 4.13 (鉛筆 引つ かき 抵 
抗性 試験 方法） によって しん （芯） の 種類 F の 鉛筆 を 用いて 試験 を 行った とき， 塗 膜に 破れが あって はな 
ら ない。 
11.3 めっき 

a) ニッケル めっき 及び ニッケル— クロムめ つき を 施した 部分の めっき 厚さ 及び 耐食 性 は， J1SH8617 に 
規定す る 表 2 の 2 級 以上と する。 

b) 電気 亜鉛め つき を 施した 部分の めっき 厚さ 及び 耐食 性 は， JISH 8610 に 規定す る 表 1 の 2 級 以上と する。 

12 構造 

灯火 装置の 構造 は， 14.7 で 試験 を 行った とき， 次の 各項に 適合し なければ ならない。 ただし， その 製品 
に 該当し ない 事項に ついては， 適用し ない。 

a) 灯火 装置の 各部 は， 防水 及び 防 じんの 措置が 施されて おり， 力つ， 自転車の 走行に よる 振動で， 緩み， 
破損， 電気 的 接触 不良， 接続 不良な どが 生じない 構造で なければ ならない。 

b) ダイナ モの 電機子 巻 線 は， 十分な 絶縁 処理が 施されて おり， 各 端子 部に は， フヱ ノール 樹脂 又は これ 
と 同等 以上の 耐湿性 を もつ 絶縁 材料 を 用いなければ ならない。 

C) ダイナ モの 支持 金具 は， ダイナ 乇を 取り付けた ときに 使用 上 十分な 強度 を もち， また， 車体 部 を 配線 
の 一部と して 使用す る もの は， 車体 部との 間の 電気 的 接触が 十分な 構造で なければ ならない。 

d) ダイナ モは， 通常の 使用 状態で ローラと タイヤ 又は ローラと リム は 滑らない 構造と する。 また， 使用 
しない 場合 は， ローラ を タイヤ 又は リムから 確実に 離す ことができ， 走行 中の 衝撃な どで 容易に 作動 
しない 構造と する。 ただし， ハブ ダイナ モは 除く。 

e) 自動で 点灯 及び 消灯す る 機能 を もつ 前照灯で は， 夜間 及び 視界が 50 m 以下で あるよう な 場所 2) におい 
て 確実に 点灯す る 構造 3) でなければ ならない。 また， 走行 中の 衝撃な どで 容易に 作動して はならない。 

注 2) "視界が 50 m 以下で あるよう な 場所" の 例に は， トンネルの 中， 濃霧の かかって いる 場所な 
ど 力 S ある。 

3) "確実に 点灯す る 構造" と は， 濃霧の かかって いる 場所で も 自動で 確実に 点灯す る 構造， 又 
は 自動で 点灯し ない 場合に， 手動で 強制的に 点灯で きる 構造の こと をい う。 

f) 自動で 点灯 及び 消灯す る 機能 を もつ 前照灯で は， 乗員が 暗い と 判断した ときに 乗員の 意思に よって， 
手動で 強制的に 点灯で きる 機能 4) を もたなければ ならない。 

注 4) この 手動で 強制的に 点灯で きる 機能に ついては， 2011 年 1 月 1 日から 適用す る。 

g) ハブ ダイナ モ における 自転車 用ハブ にか かわる 性能 及び 構造 は， JISD 9419 の 規定に 適合し なければ 
ならない。 

h) 前照灯の 反射鏡 は， 光の 反射 集光に 適する 構造であって， かつ， 良好な 表面 処理が 施されて おり， 容 
易に きず， ひずみな どが 生じない ものと する。 

り 電球 を 光源と する 灯火 装置の 電球 は， JISC7508 及び JISC7510 に 規定す る もの 又は これと 同等 以上 
の 性能 を もつ もので， その 灯火 装置の 定格に 適合した ものと する。 ただし， 2 灯 用の 定格 電圧 6V， 定 
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格 出力 3.2 W の 前照灯に 用いる 電球 は， JISC7510 の 1.4 (種類） で 規定す る， D6V3WE， D6V3WEP 

又は これらと 同等の 性能 を もつ ものと する。 
j) 電球 を 光源 とする 灯火 装置 は， 予備 電球が 格納で き る 構造で な ければ な ら ない。 
k) 電池 を 電源と する 灯火 装置 は， 一次 電池の 取替え 時期， 又は 二次 電池の 充電 時期 を 示す インジケータ 

を もつ ことが 望ましい。 インジケータ は， 測定 点 A における 光線の 光度 値 力、 lOOcd となる 前までに 

信号 を 出す ものと する。 
1) コードの 接続 部 は， 各方 向に 対し， 10N の 引 張力に 耐えなければ ならない。 

13 外観 

灯火 装置の 外観 は， 14.7 によって 試験 を 行った とき， 次の 各項に 適合し なければ ならない。 

a) 操作， 掃除な どの と き に 容易 に 手が 触れる 部分 は， ば り， かえり な どが な く 滑らかで ある ものと する。 

b) 塗装 又はめ つき を 施した 面に は， 著しい きず， 素地の 露出， はがれ， さび， その他 著しい 欠点が あつ 
て はならない。 

C) 塗装， めっきな どの 表面 処理 を 施さない もの 又は 生地の 面に は， さび， 割れ， 著しい きず， その他 著 
しい 欠点が あって はならない。 

14 試験 方法 

14.1 前照灯の 光度 試験 

14.1.1 光度 試験 用の 灯火 装置 

光度 試験 用に 供す る 前照灯 は， 標準 光源 を 取り付け， かつ， ifu 丄? 0. ス) 丄 き熏 g で 操作し な 

ければ ならない。 

14.1.2 光度の 測定 

a) 試験 方法 1 (横長 形 配 光 特性） mmi<??.y Bj??.9jMM2^^^^^ 

碁 M 軸 ま 盒?? ま 直-面- _(y__®L よ- 9 通 室- 4 んにニ 奪-き _± ，…ろ-え リ- 二- ヒ 面- 定^ 
は き 髒_ _ 照度 _ き Jj 室 _レ ，…先度 値 き 求- ケ! >__。__. 
光度の 測定 は， 逆 二乗 法則が 適用で きる 十分に 長い 距離で 行う。 光源 は， 前照灯の 基準 中心と みな 

す。 受光器 は， 前照灯の 基準 中心に おいて， 10' と r との 間の 角度と なる ようにす る。 測定 点 A (V 

面 上の 3。5° D) は， 光線の 中心 内に なければ ならな レ、 光線の 中心 以外の すべての 測定 点に おいて は， 
15^ の 幾何学 的 公差 を 許容す る。 

_1 上… B 鹬 霊 iS—Mt 霉 iJJ ま-!… ヒ 突- 1 …(通 搪 敷- ヌ 丄^^^ 
斑概電£„(舍急荷^^艇)___き_置室_し__爇き霉_£^_1:_§ュ. 

？丄… 照度-計… 度 It.t も… お!? き 穩定 する- A_ き-ひ 照 S 計^ 

さ 上…, 1 度 厘 1 …厘 SSL 定ゆ 霉 電? お.? JiJ_Q__ 复閬, 

丄ら な.:? —さ; 上き!… 各 J1 室-お? _ぉ_ ヒ:? ぅ丄. 
4) …—せ 度 遮 や- 箅せ- …逸 度 値え も… 逸 c?^_ ぎぶ-屯？ 出 _す5_。___ 

I = EI? 

ここに， /」 -… - 光-度 値- _fe4) 
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E ： 照度 値 （bO 

b) 試験 方法 2 (円形 配 光 特性） 光度の 測定 （光度 試験） は， 前照灯と スクリーン 面との 距離 を 5 m と 
し， 図 3 の スクリーン 面の 水平面と 垂直 面との 交点 A に 前照灯の 光線の 中心 を 一致 させ， スクリーン 
面の 測定 点 （A， B， C， D 及び E) における 光線の 照度 を 測定し， 光度 値ん B, C, D 及び £ を 求め 

る。 

なお， 試験 電圧， 照度計， 照度 測定， 及び 光度 値の 算出 は， 14.1.2 a) 1)〜4) による。 
14.1.3 前照灯から 放射され る 光線の 色 

煎照9-々_\ら_き賴^き_^^_§_步_!§_9_色ゅ_2._.ぉさ_.?^れネ_む【?_ぇ:?_：?_鱼違座擾(孔ソ^^ た だし， こ の 測定の 代 

わりに， 放射され る 光線の 色と， JISZ8701 の 標準の 光 A に 近い 光源 を 標準 限界 フィルタと 組み合わせて 

表 4， 表 5 又は 表 6 に 示す 色 度 座標 を 範囲 とする 光線の 色 と を 肉 眼で 比較 判定 しても よい。 

14.2 尾灯の 光度 試験 

14.2.1 光度 試験 用の 灯火 装置 

光度 試馬贪 用に 供す る 尾灯 は， 標準 光源 を 取り付け， かつ, 製造業 者が 明示す る 定格 電圧に 対する 基準 光 
束で 操作し なければ ならない。 基準 光束 は， 21m とする。 
14.2.2 光度の 測定 

光度の 測定 は， 逆 二乗 法則が 適用で きる 十分に 長い 距離で 行う。 光源 は， 尾灯の 基準 中心と みなす。 受 
光 器 は， 尾灯の 基準 中心に おいて 10' と 1° との 間の 角度と なる ようにす る。 測定 点 HV は， 光線の 中心 
内に なければ ならない。 光線の 中心 以外の すべての 点に おいて は， 15' の 幾何学 的 公差 を 許容す る。 

14.2.3 尾灯から 放射され る 光線の 色 

Sfl^^?>.M.?..t>..?».M9.te^ だし， こ の 測定の 代わ 

りに， 放射され る 光線の 色と， JISZ 8701 の 標準の 光 A に 近い 光源 を 標準 限界 フィルタと 組み合わせて 表 
7 に 示す 色 度 座標 を 範囲 と する 光線の 色 と を 肉眼で 比較 判定しても よ い。 
14.3 ダイナ モの 運転 特性 試験 
運転 特性 試験 は， 次の 試験 条件に よって 行う。 . 

a) 運転 方法 ダイナ モは， 自転車に 取り付けて 稼働させる か 又は これに 相当す る 方法で 稼働させる。 

b) 試験 用 負荷 試験 用 負荷 は， 奉 _!_Q_，ji 热健ヌ せ 發雳_ え _ ヒズ 9_ 室搭 び: 定搔 力 か 計算され た抵 
抗 値の マン ガ ニン 線の 抵抗器 を 負荷と して 用いる。 また， 抵抗 値の 許容 差 は， ±0.5% とする。 



表 10 — 試験 用 負荷 



区分 


定格 電圧， 定格 出力 


抵抗 値 






a 


1 灯 用 


6 V 2.4 W 


15 




6 V3 W 


12 




6V6W 


6 


2 灯 用 


6V3.2 W, 3.2 W 


^ 



c) 電圧計 電圧計 は， ：!? さ _ に 1 丄 (？? 二?」? JIS:t§JA き 驚 適形靂 M 社 又は これと 同等 以上の 性能 を もつ 正確 

な 実効 値 を 示す 低 消費 形の 電圧計 を 用いる。 
なお， 電圧計の 内部 抵抗 は， 固定 抵抗 負荷に 含める。 
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^?)—_歷固.琿_廩_._歷固?邕き_さ丄.-叩」??.主?_._。!?丄_1：_§.。___ 

14.4 一次 電池 を 使用した 前照灯 及び 尾灯の 光度の 維持 試験 

試験す る 灯火 装置に 標準 光源 及び 未使用の 一次 電池 （使用 推奨 期限 内の もの） を 取り付ける。 試験 は， 
周囲 温度 20 。C±2 。C， 相対湿度 （60±]5) o/o において 行う。 

標準 光源 を 全 負荷 (すなわち， ほかの 灯火 装置が ある 場合に は， それらの 照明 装置 を 含める。） で， 1 曰 
に 1 回， 連続 30 分 間作 動 させ， 1 週間に つき 連日 5 日間， 4 週間に わたって 作動 （すなわち， 合計 10 時 
間作 動） させる。 

こ の 試験期間 終了 時の 全 負荷 状態での 電圧 を 測定 し ， そ の 電圧 を 使用 して 光度 を 試験す る 。 
14,5 二次 電池 を 使用した 前照灯 及び 尾灯の 光度の 維持 試験 

灯火 装置 5) に 添付され た 取扱説明書に 従って， 電池 を 充電す る。 試験す る 灯火 装置に 標準 光源 を 取り付 
ける。 

全 負荷 状態での 電圧 を 測定す る。 その 電圧が 最初の 電圧の 75 % に 低下す るまで， 灯火 装置 を 作動 させ 

る。 

取扱説明書に 従って， 電池 を 再 充電す る。 灯火 装置 を， 温度 20 で 土 2 で の 中に 24〜30 時間 放置す る。 
灯火 装置 を， 製造業 者が 灯火 装置に 表示して いる 最大 使用 時間まで， 周囲 温度 2(rC 土 2 。C の 中で 作動 
させる。 

この 試験期間 終了 時の 全 負荷 状態での 電圧 を 測定し， その 電圧 を 使用して 光度 を 試験す る。 
注 5) 灯火 装置が システムの 一部分で ある 場合に は， 灯火 装置 を システムに 読み替える。 
14.6 耐 環境 試験 

各 試験に おいて 灯火 装置 は， 適切な 支持 金具な ど を 用いて 固定し， 自転車に 取り付けた 状態と 同様な 状 
態で 試験し なければ ならない。 電池 を 電源と する 灯火 装置 は， 電池 を 取り付けた 状態で 試験 を 行う。 また， 
特に 指定の ない 限り 試験 状態 は， 周囲 温度 23 T:±5 。C ，…想 mis ズぉ _ 主? _Q)__o,q で 行う。 
14.6,1 灯火 装置の 耐 振動 試験 
14.6.1,1 原理 

自転車へ 取 り 付けた 状態 と ほぼ 同様な 姿勢に 取 り 付け， 路上での 自転車の 使用 状態 を 想定 し た 加振 時間 
によって 繰り返し 振動 を 加える ものと する。 
14.6,1.2 試験 装置 及び 試験 方法 

a) 試験 方法 1 

1) 試験 装置 試験 装置 は， 図 9 に 示す 振動 試験機で， 次の 特性 を もつ もの を 用いる。 

振動 試験機の テーブル は， 一端が ばねで 支持され ており， 他 端が その 下側 を 鋼製の 底 金で 合わさ 
れ ている。 これらの 底 金 は， サイクル ごとに 一度， テーブルの 落下 完了のと きに， 鋼製の 受けに 接 
触す る。 

カム 及びば ね を 備えた テーブルの 一端との 間に 位置して いるば ねの 張力 を 調整し， 接触 点での 力 
力 S265N 以上 310N 以下と なる ようにす る。 また， テーブルの 下側の 鋼製の 底 金力 ま 鋼製の 受けから 
3 mm 持ち上がる ように 調整す る。 

2) 試験 方法 設計され た 取 付 方法で， 通常の 作動 位置と 同様な 位置に 振動 試験機に 取り付け， 表 11 
の 条件で 振動させる。 

なお， ハブ ダイナ モ では， 単体 又は 車輪に 組んだ 状態で ハブ軸 部 を 振動 試験機に 取り付けて 試験 
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表 11 一 振動 試験 



条件 


内容 


試験 時間 分 


60 


振動 周波数 Hz 


] に〜 13.3 
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b) 試験 方法 2 試験 装置 及び 試験 方法 は， 灯火 装置 を 自転車に 取り付けた 状態と ほぼ 同様に 振動 試験機 
に 取り付けて， JISC60068-2-6 に 規定す る 方法に よって 表 12 の 条件で， 共振 を 避けて 試験 を 行い， 

異常の 有無 を 調べる。 

なお， ハブ ダイ ナモ では， 単体 又は 車輪に 組んだ 状態で ハブ軸 部 を 振動 試験機に 取り付けて 試験 を 
行う。 



表 12 — 振動 試験 



条件 


内容 


試験 時間 分 


60 


加速度 m/s 2 


30 


振動 周波数 Hz 


11.7〜20 


全 振幅 mm 


1 卜 4 


振動 方向 


上下 



14.6.2 前照灯の 耐 衝撃 試験 

前照灯の 衝撃 試験 は， 前照灯 を 図 10 に 示す 厚さが 10 mm 以上の 表面が 平らな 木 台の 上に 置き， 前照灯 
上 Im の 高さから 直径 約 20 mm で， 質量 約 36 g の 鋼 球 を 前照灯の 上面 及び 両側 面 上に 各 1 回ず つ， 垂直 
に 落下 させ 異常の 有無 を 調べる。 

単位 m 

〕>\0 鋼 球 




図 10 — 前照灯の 耐 衝撃 試験 

14.6.3 灯火 装置の 温度 試験 

前照灯， 尾灯 及び Z 又は ダイナ モを 50+l°C の 雰囲気 中に 2 時間 放置す る。 次に， 安定状態になる まで 
周囲 温度 中に 放置す る。 

なお， 前照灯 及び Z 又は 尾灯 は， この 後 電球 を 取り外して きれいに ふきとり （生成 物 を 取り除く ため）， 
5 分 間 定格 電圧で 点灯 させた 後， 再び 前照灯 及び Z 又は 尾灯に 組み込む。 さらに， 前照灯 及び/又は 尾灯 



著作権法 により 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ております。 



20 

C 9502 ： 2008 



を 定格 電圧の 117 % で 1 時間 点灯させる。 その後， 異常の 有無 を 調べる。 
14.6.4 灯火 装置の 耐湿 試験 
14.6.4.1 耐湿 試験 装置 

前照灯， 尾灯 及び/又は ダイナ モを 取り付けて 回転させる ことので きる 取 付 台 を 備え， かつ， 次の 必要 
条件 を 満たして いる 水 噴霧キ ャ ビネ ッ ト を 用いて 行う。 

試験 中の 前照灯， 尾灯 及び/又は ダイナ モは， 1 分 間に 4 回転の 速度で 垂直 軸の 周り を 回転し， 水温 は， 
20 。C±10 で で 45。 の 角度で 下方に 向かって 毎分 2.5 mm の 降水 率で， 取り付けた 前照灯， 尾灯 及び Z 又 
は ダイナ モに噴 霧す る。 
14.6.4.2 耐湿 需式験 

前照灯， 尾灯 及び Z 又は ダイナ モを 通常の 作動 姿勢で 取り付け， すべての 排水 口 を 確実に 開けて おく。 
前照灯， 尾灯 及び Z 又は ダイナ モ とに 水 を 連続 6 時間 噴 霧す る。 この 後， 前照灯， 尾灯 及び Z 又は ダイナ 

モ から 水 抜き を 1 時間 行う。 その後， 正常に 機能す るか を 調べる。 

14.6.5 灯火 装置の 耐食 試験 

耐食 試験 は， JISH 8502 の 規定に よって 50 時間の 試験 を 行う。 その 方法 は， 24 時間の 暴露 時間 を 2 回 
行い， そ の 間に 2 時間の 休止 時間 （前照灯， 尾灯 及び/又は ダイ ナモを 乾燥 させ るた め。） をお く。 そ の 後， 
正常に 作動し， 使用 上 有害な さびに よる 腐食が ないか を 調べる。 
14.6.6 前照灯 及び 尾灯の 耐燃油 試験 

耐燃油 試験 は， 容積 混合 比 W — ヘプ タン 70 % と トルエン 30 % とから なる 混合 液 を 準備す る。 この 混合 
液の 中に 綿布 を 浸せき する。 レンズの 外側 表面 を この 綿布で 軽く こすり， レンズ を 5 分 間 そのまま にして 
自然に 乾燥 させ， 肉眼に よる 目視 検査 を 行う。 
14.6.7 灯火 装置の 温度 サイクル 試験 

温度 サイクル 試験と して， 表 13 の 条件 を 1 サイクル として 2 サイクル 行い， 異常の 有無 を 調べる。 



表 13- 灯火 装置の 温度 サイクル 試験 



温度 


時間 


。c 


分 


+ 50 


60 


常温 


30 


-20 


60 




30 



14.6.8 前照灯の 高速 運転 試験 

前照灯 を ダイナ モに 接続し， 自転車の 速度 30 km/h で 点灯 時 30 分 間の 連続 運転 を 行い， 異常の 有無 を 調 
ベる。 ハブ ダイナ モ では， 更に 消灯 時 30 分 間の 連続 運転 を 行い， 異常の 有無 を 調べる。 
14.7 構造 及び 外観 試験 

構造 及び 外観 試験 は， 目視 などに よって 行う。 また， コードの 接続 部の 引 張力の 確認 は， プシュ プル ゲ 
ージ などに よって 行う。 

15 製品の 呼び 方 

製品の 呼び 方 は， 名称， 前照灯の 光源， 光度 区分， 照射 範囲 区分， 配 光 特性， 尾灯の 光源， 電源， 定格 
電圧 及び 定格 出力と し， 表 14 のとお りと する。 ただし， 電球 式の 場合の 光源の 区分， 標準 形 （グレード 1) 
の 場合の 光度 区分， 及び 標準 形の 場合の 照射 範囲 区分に ついては， 省略しても よい。 
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表 14 一 製品の 呼び 方 



名お、 


前 照 


灯 


尾 幻 


mm 


疋格 m 圧 
及び 定格 
出力 


光源 a) 


光度 区分 


照射 範囲 
区分 


形 


配 光 特性 


光源 


自転車 用 灯 
火 装置 又 ほ 
自転車 用ラ 
ンプ 


[電球] 
ハロゲン 球 
キセノ ン球 

LED 


[グレード 1] 

グレード 4 


[標準] 
広角 


横長 形 配 
光 特性 
円形 配 光 
特性 


[電球] 
ハロゲン 球 
キセノ ン球 

LED 


ダイナ モ式 
一次 電池 
二次 電池 


6 V3 W 


注 a) 2 灯 用 は 灯 数 を 記載す る。 
b) 光度 区分 は， 表 2 による。 

発電 ランプの 定格 電圧 及び 定格 出力 は， 表 8 による。 
め 電池 式の もの は 乾電池 式， 充電 池 式と しても よい。 



例 1 自転車 用 灯火 装置 一 円形 配 光 特性 前照灯 一一 次 電池 式 （6 V 3 W) 

例 2 自転車 用 ラ ン ブー 2 灯 用 LED グレー ド 4 広角 形 円形 配 光 特性 前照灯-ダイ ナモ式 （6 V 2.4 W) 
例 3 自転車 用 灯火 装置— LED 尾灯 一 乾電池 式 （3V1.25W) 



16 表 不 

16.1 製品の 表示 

16.1.1 前照灯 及び 尾灯 

前照灯 及び 尾灯に は， 前照灯 及び 尾灯の 表面な どの 見やす いところ に， 容易に 消えない 方法で， 次の 事 
項 を 表示 し な ければ な ら ない。 

a) 定格 電圧 （V)6) 

b) 定格 出力 （W)6) 

注 6) 電球 を 使用す る ものに ついては， .flj? ぶ;? さ ft さ. 及び JI?.£.7 さ. 1.9. に 規定す る 電球の 形式 を 表示して 
もよ い （例 2.5V0.3ABK， D6V2.4WE)。 

C) 製造業 者 名 又は その 略号 7) 

め… 過 造 _年_ 覆; ^丄 き-そ 了 )_ 
^…- 規格 番 J:..(ffl さ.. に? さ ft さ). 7?. 

注 7) 前照灯と ダイナ モ とが 一体 式の 発電 ランプで は， 省略しても よい。 

16.1.2 ダイナ モ 

ダイナ モに は， ダイナ モ 又は 泥除け 用 カバーの 表面な どの 見やす いところ に， 刻印， 浮き出し， シール 
を 付けるな どの 容易に 消えない 方法で， 次の 事項 を 表示し なければ ならない。 

a) 定格 電圧 （V) 

b) 定格 出力 （W) 

C) 製造業 者 名 又は その 略号 
め… _ 製 遺-年-覆; ネ- え- Qi? & 
1- 纖- 香： S:—QI ば-? さ P-?). 
16.1.3 電池 ケース 

交換 可能な 電池 を 使用した もの は， ケース 表面の 見やす いところ に， 容易に 消えない 方法で， 次の 事項 
を 表示し なければ ならない。 
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a) 電池の 種類 

b) 電池の 個数 

16.1.4 二次 電池 システム 

電池 パック 又は 一体 形の 灯火 装置の 場合に は， その 灯火 装置に 次の 事項 を， 高さ 3 mm 以上の 文字に よ 

つて， M 印」 浮 _ き し. ニヒ ニノ _ヒ き _M せ.? L なぶ:， 耐久性の ある 見やす い 方法で 表示 し な ければ な ら ない。 
再 充電までの 最大 使用 時間 8): ... 時間 

注 8) 二次 電池に よる 最大 使用 時間と は， 電池が 未使用で， かつ， 完全 充電され ている 場合， 8.2.2 で 
規定す る 光度 を 生じる ために 必要な 電圧 を 供給す る ことができ る 連続 点灯 時間で あり， 製造業 
者の 基準に よって 表示す る。 

16.2 包装への 表示 

灯火 装置の 包装， 外 箱， 又は ヘッダーに は， 次の 事項 を 印刷， 押印， 証紙 又は 荷札 を 付ける 方法で 表示 
しなければ ならない。 ただし， 製造業 者 間の 取引で は， 受渡 当事者 間の 協定に よって， 包装への 表示 を 省 
略しても よい。 

a) 製品の 呼び 方， 定格 電圧 （V) 及び 定格 出力 （W) 

b) 製造業 者 名 又は その 略号 

C) 一次 電池 を 用いる もの は， その 最大 使用 時間 9) [使用 電池 及び 測定 条件 を 明示す る （例 アルカリ 電池 

使用 連続 点灯 〇〇 時間)。]， 二次 電池 を 用いる もの は， 再 充電までの 最大 使用 時間。 
d) 規格 番号 （JISC9502) 

注 9) 一次 電池に よる 最大 使用 時間 は， 未使用の 一次 電池に よって， 8.1.2 で 規定す る 光度 を 生じる た 
めに 必要な 電圧 を 供給す る ことができる 連続 点灯 時間で あり， 製造業 者の 基準に よって 表示す 
る。 

灯火 装置の 包装， 外 箱， 又は ヘッダーに は， 5 m の 距離の スクリーン 面での 4 k の 照射 範囲 （升目の 1 
目盛り 30cm 角の XY 方 眼 上に 図示す る。） を 表示す るの が 望ましい。 

17 取扱説明書 

個々 の 灯火 又は システム とともに， 次に 示す 主旨の 取扱 上の 注意事項 を 明示した 取扱説明書 を 添付し な 
ければ ならない。 ただし， 製造業 者の 判断に よって 情報 を 追加す る， 又は 該当し ない 事項 は， 省略しても 
よい。 

^—-取&聯，_晝-き__ネ」.靈*し-輕&だ_後_し1^_管_：!：_§_。__國 
b) 自転車への 灯火 装置の 取 付 方法 

C) 操作 方法 

d) 二次 電池 を 電源と して 用いる もの は， 使用す る 充電器の 形式， 推奨され る 充電 方法， 過 充電 又は その 
他の 予想され る 電池 を 損なう おそれの ある 誤 使用に 対する 警告， 電池の 予想 寿命 及び 推奨され る 年 1 
度の 劣化 検査 

e) 長期 間 使用し ない 場合の 注意 （電池の 保管 方法な ど） 

f) 電球,. 丄 H?_ 及び 電池の 適合 形式 を 含む， 交換 部品 及び 交換 方法の 説明 
注 電球 及び 電池の 適合 形式 は， 灯火 装置に も 表記す る。 

8)—.ニ逸靂迆_き虽ヒ?_.も_が_む__き__9#_木使_項_^歷__(懷歷霉-德逸_^?亂塞_条佇_き厘悉_す^ 
る もの は， 再 充電までの 最大 使用 時間 
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…- 丄ヒ、 さケ. 二え き ゆ-， 信 i お 岀-て _ お 定'! し 《お-は 

り.…. 夜 聞 無 0_ 水. 泰 や. 危險 fe.— 逸び: 違 ま 
れ—- 乗 事 直 煎_， 確 露 

1 上… 塑了塑 星き きき 纏 . 
2丄___ 前 照 紅ゅ 取 _仗拔 態-逸び 角度 ゆ 確 M 

k) 使用者の ための 相談 窓口の 所在地， 電話番号 及び ファク 、ヒき _リ_ 番号 
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* 可 


部品 名称 


1 


泥除け 用 カノ ヽ一 


2 


ダイ ナモ 


2-1 


ダイ ナモ ケース 


2-2 


ローラ 


2-3 


端子 


2-4 


起 倒レノ 《一 


3 


支持 金具 


4 


前照灯 


4-1 


レンズ 


4-2 


へッ ド ケース 


4-3 


反射鏡 


4-4 


亀 球 


4-5 


m-T 


4-6 


ランプ ホルダ 


4-7 


取 付 金具 




コード 


6 


尾灯 


6-1 


レンズ 


6-2 


ケース 


6-3 


取 付 金具 




2-2 





6-3__ 




図 11 一 タイプ I 
(構成 及び 部品 名称の 一例） 
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番号 


口 P 口口 名 仲' 


1 


泥除け 用 カバー 


2 


ダイナ モ 


2-1 


ダイナ モ ケース 


2-2 


ローラ 


2-3 


端子 


2-4 


起 倒 レバー 




支持 金具 


4 


前照灯 


4-1 


レンズ 


4-2 


へッ ド ケース 


4-3 


反射鏡 


4-4 


電球 


4-5 


端子 


4-6 


ランプ ホルダ 


4-7 


取 付 金具 




コード 




図 12 — タイプ n (その 1) 
(構成 及び 部品 名称の 一例) 
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番号 


部品 名称 


1 


泥除け 用 カバー 


2 


ダイナ モ 


2-1 


ダイナ モケ一 ス 


2-2 


ローラ 


2^3 


端子 


2-4 


起 倒 レバー 


3 


前照灯 


3-1 


レンズ 


3-2 


へッ ド ケース 


3-3 


反射鏡 


3-4 


電球 


3-5 


ランプ ホルダ 



図 13 — タイプ II (その 2) 
(構成 及び 部品 名称の 一例) 
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番号 


部品 名称 


1 


ハブ ダイナ モ 


1-1 


ハブ つば 


1-2 


ハブ体 


1-3 


ハブ ナツ ト 


1-4 


座金 


1-5 


歯 付き 座金 


1-6 


端子 


1-7 


ロック ナツ ト 


1-8 


ハ ブ軸 




前照灯 


2-1 


レンズ 


2-2 


へッ ド ケース 


2-3 


ランプ ホルダ 


2-4 


コード 


2-5 


ジョイント 金具 



図 14— タイフ in 
(構成 及び 部品 名称の 一例) 



著作権法 により 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され てお ります。 






図 15— タイプ IV 
(構成 及び 部品 名称の 一例) 



著作権法 により 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ております。 



附属 書 JA 

(参考） 

JIS と 対応す る 国際規格との 対比 表 



JISC 9502:2008 自転車 用 灯火 装置 


ISO 6742-1:1987, Cycles — Lighting and retro-reflective devices— 
Photometric and Dhvsical requirements ― Part 1 : Lighting eauipment 


(I)JIS の 規定 


(11) 
国際 規 
格 番号 


(m) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格との 技術的 差異の 箇条 
ごとの 評価 及び その 内容 


(V)JIS と 国際規格との 技 

術 的 差異の 理由 及び 今後 
の 対策 


箇条 番号 及び 名称 


内容 


箇条 
番号 


内容 


箇条 ごと 
の 評価 


技術的 差異の 内容 


1 適用 範囲 


自転車に 取り付けて 使用す 
る 自転車 用 灯火 装置の 測 光， 
物理 要件， 試験 方法 及び 表示 
要件に ついて 規定 
駆動 補助 機 付 自転車の 駆動 
補助 装置の 駆動に 使用す る 
電池 を 前照灯 及び 尾灯の 電 
源と して 併用す る ものに は 
適用し ない 




1 


自転車に 取り付けて 
使用す る 自転車 用 灯 
火 装置の 測 光， 物理 
要件， 試験 方法 及び 
表示 要件に ついて 規 
定 


追加 


JIS では 駆動 補助 機 付 自転車の 

前照灯 及び 尾灯の 規定 を 追加 し 
ている。 


実質的な 差異 はない。 


2 引用 規格 
















3 用語 及び 定義 


自転車 用 灯火 装置 ほか， 計 14 

の 用語 を 定義 




4 


サイクル， 自転車， 
前照灯 ほか 計 12 の 
用語 を 定義 


追加 


JIS では LED， 標準 光源， 発電 
ランプ， ダイナ モ， ハブ ダイナ 
モの 用語 を 追加して いる。 サイ 
クル， 自転車の 2 用語 は， JISD 
9111 で 定義して いる。 


JIS では ISO に 定義され て 

いない 用語に ついて 説明 
している。 


4 種類 


自転車 用 灯火 装置の 種類 は， 
その 電源と 構成に よって 4 種 
類に 区分 








追加 


JIS では 自転車 用 灯火 装置の 構 
成に よって 区分して いる。 


JIS では 自転車 用 灯火 装置 

の 構成に よって 区分す る 
必要が ある。 


5 部品 名称 及び 構成 


図 11 〜図 15 によって 規定 








追加 


JIS では 部品 名称 及び 構成 例 を 
追加して いる。 


JIS では 部品 名称 及び 形 

状， 並びに 構成の 例 を 規定 
している。 
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0i0^n^ ^髀 $i^Jhwtvr せ _? 卅ー。 



(I)JIS の 規定 


(II) 
国際 規 
格 番号 


(m) 国際規格の 規定 


(IV)JIS と 国際規格との 技術的 差異の 箇条 

ごとの 評価 及び その 内容 


(V)JIS と 国際規格との 技 
術 的 差異の 理由 及び 今後 
の 対策 


箇条 番号 及び 名称 


内容 


箇条 
番号 


内容 


箇条 ごと 
の 評価 


技術的 差異の 内容 


6 丄 1.1 最低 光度 


配 光 特性と して 2 種類 を 規定 
試験 方法 1 (横長 形 配光特 
性)， 試験 方法 2 (円形 配 光 

特性） を 規定 




5.1 


試験 方法 1 (横長 形 
配 光 特性） を 規定 


追加 


JIS では 試験 方法 2 (円形 配 光 
特性） を 追加して いる。 


日本の 道路 環境， ユーザの 
考え方の 違いから， 円形 配 
光 特性が 基本 配 光 特性と 
して 定着して いる。 


6.1.1.2 光度 区分 及び 

照射 範囲 区分 


a) 光度 区分で， グレード 1〜5 
に 区分 

b) 照射 範囲 区分で， 広角 を 区 
分 






― 


追加 


JIS では 光度 区分 及び 照射 範囲 
区分 を 追加して いる。 


JIS では 性能に よって 区分 

している。 


6.1.2 a) 白色光 


白色光の 色 度 座標 を 規定 
LED を 光源と する 前照灯の 
色 度 座標 を 規定 




5.2.1 


白色光の 色 度 座標 を 
規定 


追加 


JIS では LED を 光源と する 前 照 

灯の 色 度 座標 を 追加して いる。 


JIS では LED を 光源と する 
前照灯に 対応して， 色 度 座 
標を 広げて いる。 


6.1.2 b) 淡黄色 光 


淡黄色 光の 色 度 座標 を 規定 
図 6 で， 各 色の 色 度 座標の 範 
囲 を 規定 




5.2.2 


淡黄色 光の 色 度 座標 
を 規定 


追加 


JIS では 図 6 (各 色の 色 度 座標の 
範匪） を 追加して いる。 


JIS では LED を 光源と する 
前照灯に 対応して， 追加し 
ている。 


7.1 定格 


発電 ランプの 定格 電圧 及び 
定格 出力 を 規定 




附属 

書 


電球 を 規定 


追加 


JIS では 定格 電圧 及び 定格 出力 
を 追加して いる。 


JIS では 種類 を 追加して い 

る。 


7.2 出力 特性 


2 種類の 出力 特性 を 規定 

a) タイプ I に 規定す る ダイナ 
モに ill 用 

b) タイプ II 又は タイ プ in に 
規定す る ダイナ モに 適用 




7.2 


タイプ I に 規定す る 
ダイナ モに 適用 


追加 


JIS では タイプ II 又は タイ プ m 

に 規定す る ダイ ナモを 追加して 
いる。 


種類の 違いから 特性の 単 
一 固定 化 は 困難。 


8.1.1 仕様 


一次 電池の JIS を 引用 




8.1.1 


IEC Publication を 弓 1 
用 


変更 


具体的な 一次 電池の 3 規格 を 引 
用した。 


実質的な 差異 はない。 


8.1.2.1 一次 電池 を 使 

用した 前照灯 


測定 点 A の 光度 値 力、， 100 cd 
以上。 連続 10 時間 作動 させ 

た ときを 認めて いる。 




8.1.2.1 


測定, は A の 光度 値 
が, lOOcd 以上 


追 カロ 


JIS では 規疋内 谷 を 追 力 a ししい 

る。 


JIS と ISO と は 同じ 試験で 

あるが， 試験 時間 を 短縮す 
るた め， 連続 作動 を 認めて 
いる。 


8.1.2.2 一次 電池 を 使 

用した 尾灯 


測定 点 HV の 光度 値が， 0.25 
cd 以上。 連続 10 時間 作動 さ 
せた ときを 認めて いる。 




8.1.2.2 


測定 点 HV の 光度 値 
力ま， 0.25 cd 以上 


追加 


JIS では 規定 内容 を 追加して い 

る。 


JIS と ISO と は 同じ 試験で 

あるが， 試験 時間 を 短縮す 
るた め， 連続 作動 を 認めて 
いる。 
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(I)JIS の 規定 


(II) 
国際 規 
格 番号 


(m) 国際規格の 規定 


(IV)JIS と 国際規格との 技術的 差異の 
箇条 ご と の 評価 及び その 内容 


(V)JIS と 国際規格との 技 

術 的 差異の 理由 及び 今後の 
対策 


箇条 番号 及び 名称 


内容 


箇条 
番号 


内容 


箇条 ごと 
の 評価 


技術的 差異の 内容 


8.2.1 仕様 


二次 電池の JIS を 引用 




8.2.1 


IEC Publication を 引 
用 


変更 


具体的な 二次 電池の 3 規格 を 
引用した。 


実質的な 差異 はない。 


10.1 灯火 装置の 耐 振動 
性 


前照灯， 尾灯 及び ダイナ モ 
は， 14.6,1 の 試験 を 行い， 取 
付 箇所の 緩み， 脱落が 生じて 
はならない。 




10.2.1 


前照灯 及び 尾灯 を規 
定 


追加 


JIS では ダイ ナモの 規定 を 追 

加して いる。 


JIS では 品質^ 確保す るた 
め 追加して いる。 


10 2 前照灯の 耐 衝撃 件 


14.6.2 で 試験 を 行い， 異常が 

生じて はならない。 








追加 


JIS では 耐衝搫 試 馬 黄 を 追加し 

ている。 


自 卑の —称 倒， ね 石な と 
を 想定し 追加して いる。 


10.7 灯火 装置の 温度 サ 

ィ ク ル 性能 


14.6.7 で 試験 を 行い， 箇条 12 

の 規定に 適合す る こと。 








追加 


JIS では 温度 サイ クル 試 きを 

追加して いる。 


合成樹脂 製 部品の 評価 試験 
と して 追加して いる。 


10.8 前照灯の 高速 運転 
性能 


14.6.8 で 試験 を 行い， 6.1 の規 

定に 適合す る こと。 








追加 


JIS では 前照灯の 高速 運転 試 

験 を 追加して いる。 


JIS では 品質 を 確保す るた 

め 追 力 Q している。 


11.1 一般 


めっき 又は 塗装 を 施した 面 
に は， はがれ， さびな どが あ 
つて はならない。 






一 


追加 


JIS ではめ つき 又は 塗装 を 追 

カロして いる。 


JIS では 品質 を 確保す るた 

vJL 、 -+in ， — -r* 、、マ 

め； "M 力 D している。 


12 構造 


自転車 用 灯火 装置の 構造 を 
12 項 3 規定 








追加 


JIS では 構造 を 追加して い 

る。 


JIS では 品質 を 確保す るた 
め 追加して いる。 


13 外観 


自転車 用 灯火 装置の 外観 を 3 
項目 規定 








追加 


JIS では 外観 を 追加して い 

る。 


JIS では 品質 を 確保す るた 

め 追加して いる。 


14.1.2 光度の 測定 


試験 方法 1 (横長 形 配 光 特性） 
で 光度の 測定 方法， 測定 距 
離， 試験 電圧， 照度計， 測定 
時間， 光度 値の 算出 を 規定し 
ている。 試験 方法 2 (円形 配 
光 特性） を 規定 




5.1 


試験 方法 1 (横長 形 
配 光 特性） で 光度の 
測定 方法， 測定 距離 
を 規定 


追加 


JIS では 試験 方法 2 (円形 配 

光 特性） を 追加して いる。 


JIS では 試験の 再現 性を考 

え， 規定 を 追加して いる。 


14.1.3 前照灯から 放射 
される 光線の 色 


2 種類の 試験 方法から 選択 
JIS Z 8724 に よ つて 色 度 座標 

(x， 力 を 求める 方法と， 視覚に 
より 比較す る 方法 を 規定。 




5.2.3 


視覚に より 比較す る 
方法 を 規定。 


追加 


JIS では 試験 方法 を 追加 し て 

いる。 


JIS では 試験の 再現 性を考 

え， 規定 を 追加して いる。 
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0^00 n ^ :A ま i ^Ih ゆ さ. c お w T。 



(I)JIS の 規定 


(II) 
国際 規 
格 番号 


(HI) 国際規格の 規定 


(IV)JIS と 国際規格との 技術的 差異の 箇条 

ごとの 評価 及び その 内容 


(V)JIS と 国際規格との 技 

術 的 差異の 理由 及び 今後 
の 対策 


箇条 番号 及び 名称 


内容 


箇条 
番号 


内容 


箇条 ごと 

の 評価 


技術的 差異の 内容 


14.2.3 尾灯から 放射 
される 光線の 色 


2 種類の 試験 方法から 選択 
JIS Z 8724 に よ つて 色 度 座標 

Oc ，力 を 求める 方法と， 視覚に 
より 比較す る 方法 を 規定。 




6.2.3 


視覚に より 比較す る 
方法 を 規定。 


追加 


JIS では 試験 方法 を 追加して い 

る。 


Tf c で/ +きォ SArT^ 苗 T 目处ん 去 
Jl3 し 。ェん i ^レン 1 土 ^ 

え， 規定 を 追加して いる。 


14.3 ダイナ モの 運転 

特性 試験 


試験 条件と して 運転 方法， 試 
験 用 負荷， 電圧計， 周囲 温度 
を 規定 




7.1 


― 


追加 


JIS では 試験 方法 を 追加して い 

る。 


TTC で、 ほせ II 台の 直モ冃 处ふ每 

Jlo に は 口 A 驟レソ 兄 1 土 冗 

え， 規定 を 追加して いる。 


14.6.1 灯火 装置の 耐 

振動 試験 


2 種類の 試験 方法から 選択 
試験 方法 1 (試験 条件 及び 特 
殊 専用 試験機）， 試験 方法 2 

(試験 条件 だけ） を 規定 




10.2. 


試験 方法 1 (試験 条 
件 及び 特殊 専用 試験 
機） 


選 沢 


JIS では 試験 方法 を 追加して い 

る。 


JIS では 日本の 実情 を 考慮 

し ， 試験 方法 を 追加 してい 

る。 


14.6.2 前照灯の 耐衝 
撃 試験 


1 m の 高さから 鋼 球 を 垂直に 
落下させる。 








追加 


JIS では 試験 方法 を 追加して い 

る。 


JIS では 品質 を 確保す るた 

め 追加して いる。 


14.6.7 灯火 装置の 温 
度 サイクル 試験 


+ 50 でと 一 20 °C の 温度 サ 
ィ クル 試験 を 規定 








追加 


J1S では 試験 方法 を 追加して い 

る。 


JIS では 品質 を 確保す るた 

め 追加して いる。 


14.6.8 前照灯の 高速 
運転 試験 


自転車の 速度 30 km/h で 点灯 
時 30 分 間， 消灯 時 30 分 間の 
連続 運転 試験 を 規定 






- 


追加 


JIS では 試験 方法 を 追加して い 

る。 


JIS では 品質 を 確保す るた 

め 追加して いる。 


14.7 構造 及び 外観 試 

験 


目視 などの 確認 方法 を 規定 








追加 


JIS では 試験 方法 を 追加して い 

る。 


JIS では 品質 を 確保す るた 

め 追加して いる。 


15 製品の 呼び 方 


自転車 用 灯火 装置の 呼び 方 
を 規定 








追加 


JIS では 製品の 呼び 方 を 追加 し 

ている。 


JIS では 市場での 呼び 方の 

混乱 を 避ける ため 規定 を 
追加して いる。 


16.1 製品の 表示 


前照灯 及び 尾灯， ダイナ モ， 
電池 ケース， 二次 電池 シス テ 
ム に 表示すべき 事項に つい 
て 規定 
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前照灯 及び 尾灯， ダ 
イナ モ， 二次 電池 シ 
ス テムに 表示すべき 
事項に ついて 規定 


追加 


JIS では 項目 を 追加して いる。 


JIS では 安全性 を 確保す る 

ため 規定 を 追加して いる。 
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(I)JIS の 規定 


(11) 
国際 規 
格 番号 


(lU) 国際規格の 規定 


(IV)JIS と 国際規格との 技術的 差異の 箇条 
ごとの 評価 及び その 内容 


(V)JIS と 国際規格との 技 

術 的 差異の 理由 及び 今後 
の 対策 


箇条 番号 及び 名称 


内容 


箇条 
番号 


内容 


箇条 ごと 
の 評価 


技術的 差異の 内容 


16.2 包装への 表示 


包装に 表示すべき 事項に つ 
いて 規定 








追加 


JIS では 項目 を 追加して いる。 


JIS では 安全性 を 確保す る 

ため 規定 を 追加して いる。 


17 取扱説明書 


取扱説明書に 記載すべき 事 
項に ついて 規定 
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取扱説明書に 記載す 
べき 事項に ついて 規 
定 


追加 


J1S では 項目 を 追加して いる。 


JIS では 安全性 を 考慮し， 

記載すべき 項目 を 追加し 
ている。 



JIS と 国際規格 と の 対応の 程度の 全体 評価 ： ISO 6742-1:1987, (MOD) 

注記 1 箇条 ごとの 評価 欄の 用語の 意味 は， 次に よる。 

- 追加 国際規格 にない 規定 項目 又は 規定 内容 を 追加して いる。 
一 変更 ……， 国際規格の 規定 内容 を 変更して いる。 

一 選択 …… 国際規格の 規定 内容と は 異なる 規定 内容 を 追加し， それらの いずれ か を 選択 するとし ている。 
注記 2 JIS と 国際規格との 対応の 程度の 全体 評価 欄の 記号の 意味 は， 次に よる。 
- MOD 国際規格 を 修正して いる。 
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JIS C 9502 ： 2008 

自転車 用 灯火 装置 
解 説 



この 解説 は， 本体 及び 附属 書に 規定 '記載した 事柄， 並びに これらに 関連した 事柄 を 説明す る もので， 
規定の 一部で はない。 

この 解説 は， 財団法人 日本規格協会が 編集' 発行す る もので あり， この 解説に 関する 問合せ は， 財団法人 
日本規格協会へ お願いします。 

1 改正の 趣旨 

旧規 格 は， JIS C 9502 ： 1998 (自転車 用 発電 ランプ） であり， ISO 6742-1:1987 (Cycles — Lighting and 
retro-reflective devices ― Photometric and physical requirements ― Part 1 : Lighting equipment) にして 作成 し 

た 規格であった。 

従来， 自転車 用 灯火 装置の 前照灯 及び 尾灯の 光源と して 電球が 使用され ていた 力、 最近 LED (発光 ダイ 
ォー ド） を 光源と する 前照灯 及び 尾灯 カ噌 及し 始めた。 LED は， 電球に 比べ 電気 を 光に 変換す る 効率が よ 
いこと， 寿命が 長い こと， 光線の 色な ど その 特性が 電球と 異なる。 また LED を 光源と する 前照灯 は， 相手 
側から 自転車の 存在 を 示す 被視認 性が よい こ と な どから， 電球に 変わ り LED を 装備す る 自転車が 今後 増え 
ていく ことが 予想され る。 しかし， 従来の 自転車 用 発電 ランプの 規格 は， JISC7510 (自転車 発電 ランプ 
用 電球） に 規定す る もの 又は これと 同等 以上の 性能 を もつ 電球 を 基に 規定され ており， LED を 想定した 規 
格と なって いないため， LED を 含めた 規格と する よう 改正 を 行った。 

2 改正の 経緯 

この 規格 は， 昭和 23 年 3 月に， 日本 輸出 規格 (JES 輸出 19) (自転車 用 発電 ランプ) として 4V1W，6V2W， 
7.5 V3W の 3 種類が 制定され た。 

昭和 25 年 9 月に， 工業 標準化 法の 施工 （昭和 24 年 7 月） に 伴い， 日本工業規格 として JISC 9502 が 制 
定 された。 その後， 幾度 かの 改正が 行われた。 

昭和 56 年 8 月の 改正で は， 従来 前照灯の 光度 • 配 光 特性に ついて 基準 を 設けて いなかつ たが， 自転車の 
夜間 照明器具と してのより 安全な 明るさ カ瓔 求され るよう になり， また， 道路交通法 及び ISO の 主旨 を考 
慮して これらの 基準 を 追加した。 

平成 5 年 1 月の 改正で は， 新たに 6V2.4W 出力の 発電 ランプ を 規格と して 追加す るな ど 規格 全般の 見直 
しが 行われた。 

平成 10 年の 改正で は， "自転車 用 発電 ランプ" として 必要な 規定 は 本体に 取り入れ， "電球 式 尾灯"， "バ 
ッ テ リ を 使用 し た 前照灯" 及び "バッ テ リ を 使用 し た 電球 式 尾灯" は， 附属 書 1 及び 附属 書 2 に 取 り 込む 
構成と して まとめられた。 その 主な 内容と して， 対応 国際規格に 基づいた 様式 及び 技術的 内容 を 採用して 
整合 化 を 図る とともに， 全面的な 見直し を 加えた。 また， 自動 点灯 機能 を もつ， ハブ ダイナ モ タイプの 発 
電 ランプに ついて， 規定 要素の 追加が 行われた。 
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3 審議 中に 特に 問題と なった 事項 

電動 アシス ト 自転車 安全 普及 協議会 及び ランプ メ一 力から 駆動 補助 機 付 自転車の 駆動に 使用す る 二次 電 
池 を 前照灯の 電源と して 併用す る もの を 規格に 含める よう 要請が あった 力、 前照灯と 二次 電池 だけで 流通 
する もので はない こと， 駆動 補助 機 付 自転車に 使用す る 電池まで 含める と， 光度の 維持， 耐 振動 試験な ど 
現在の 規定 内容の ままで は 試験が で き な い 項 目 が あ る ことから， 試験 可能な 項 目 だけ を 準用して もよ いこ 
ととした。 

本体の 箇条 12 (構造） で， "自動で 点灯 及び 消灯す る 機能 を もつ 前照灯" について， 従来， 手動での 点 
灯 機能 を 強制 していなかった が， 乗員の 意思 によって 暗い と 判断した ときに， 手動 点灯 機能 は 必要で あ る 。 
また， 前回の JIS 改正 時 に 警察庁 か ら 濃霧で も 点灯す る 構造と しなくて はならない こと を 強く 指導 さ れた 。 
そのため， 本体の 箇条 12 の f) に "手動で 強制 的 に 点灯で きる 機能 を もた な ければ な ら ない。" を 追加 し た 。 
JIS 改正 後， 手動 点灯 機能の ない 製品 は， 設計 を 変更し， 手動 点灯 機能 を 付ける ことと， 開発の ための 猶 
予期 間が 必要で あり， 早急に 対応で きないた め 経過 措置 を 設ける こと と し， この 手動で 強制的に 点灯で き 
る 機能に ついては， 2011 年 1 月 1 日から 適用す る ことと した。 

4 適用 範囲 

従来の 規格 は， "自転車 用 発電 ランプ" であり， "電球 式 尾灯" 及び "バッ テリ を 使用した 前照灯 及び バ 
ッ テリ を 使用した 電球 式 尾灯" が 附属 書 1 及び 附属 書 2 に 規定され ていたが， これ を 本体に 取り込む とと 
もに， 規格 名称 を "自転車 用 灯火 装置" に 変更し， "JISD 9111 に 規定す る 自転車に 取り付けて 使用す る自 
転 車 用 灯火 装置" とした。 

また， 駆動 補助 機 付 自転車の 駆動に 使用す る 二次 電池 を 前照灯の 電源と して 併用す る ものに ついては， 
電池まで 含める と 現在の 規定 内容の ままで は 試験が できない 項目が あり， 試験 可能な 項目 だけ を 準用し， 

"一般 用 自転車に 駆動 補助 機能が 付加され た 駆動 補助 機 付 自転車の う ち， 駆動 補助 装置の 駆動に 使用す る 
電池 を 前照灯 及び 尾灯の 電源と して 併用す る ものに は 適用し ない。 ただし， 前照灯 及び 尾灯 だけで 試験 可 
能な 項目 だけ を 準用しても よい" とした。 

5 規定 項目の 内容 

この 規定 項目の 内容で は， 1998 年に 改正され た JISC 9502 との 違い， 及び 規定 項目 ごとに 補足説明， 関 
連す る 情報に ついて 記載す る。 

a) 引用 規格 （本体の 箇条 2) 従来の JIS C 0040 (環境 試験 方法 一 電気 • 電子 一 正弦波 振動 試験 方法)， 
JISC 1609 (照度計） 力、 JIS C 60068-2-6 (環境 試験 方法-電気 • 電 子-正弦波 振動 試験 方法)， JISC 
1609-1 (照度計 第 1 部： 一般 計量器) に 改正され たこと に 伴い， その 規格 番号， 名称 を 変更した。 
従来， 一次 電池の 全般の 安全性の 規格と して JISC 8500 (—次 電池 通則） を 規定して いたが， 具体的 
な 電池の 種類と して， JISC8501 (マンガン 乾電池）， JISC8511 (アルカリ 一次 電池）， JISC8513 (リ 
チウ ム 一次 電池の 安全性） に 変更した。 二次 電池の 種類に JISC 8708 ( 密閉 型 ニッケル • 水素 蓄電池)， 
JIS C 8711 (ポータブル 機器 用 リチウム 二次 電池） を 追加した。 また，， 電池 式 前照灯の 電球の 規格と 
して JISC7508 (携帯 電灯 用 電球） を 追加した。 

b) 用語 及び 定義 （本体の 箇条 3) 従来" 自転車 用 発電 ランプ" の 規格であった 力ま， "自転車 用 灯火 装置" 
に 名称 を 変更した ことに 伴い， 用語 を 定義した。 光源の 種類に "LED" を 追加した ため， 用語 を 定義 
し， "定格 電圧" 及び "基準 光束" に LED の 内容 を 追加した。 また， 電球， LED などの 光源の 総称と 
して "標準 光源" を 追加した。 尾灯 を 本体に 取り込んだ ため， "基準 軸"， "基準 中心" 及び "基準 光束" 

解 1 

著作権法 により 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ております。 



36 

C 9502 ： 2008 解説 



の 定義 を 変更 するとと もに， 図 1 も 変更した。 
C) 種類 （本体の 箇条 4) ダイナ モ 式の 種類で， タイプ I は， ISO 規格の ダイナ モ （6V — 3W)， 前照灯 
(6V-2.4W), 尾灯 （6V — 0.6W) で 構成され る 発電 ランプで あり， タイプ II は， ハブ ダイナ モを 含ま 
ない ダイナ モ 及び 前照灯で 構成され， タイプ m は， ハブ ダイナ モ 及び 前照灯で 構成され る。 この タイ 
プ II は， ハブ ダイナ モを 含めない こと を 明確に する ため，" ハブ ダイナ モ 以外の ダイナ モ" とした。 
タイプ IV の 電池 式で は， "電池" の 用語が "バッ テリ" と 両方 用いられ ていたた め， 用語 を "電池" 
に 統一した。 

d) 部品 名称 及び 形状 （本体の 箇条 5) 従来， 自転車 用 灯火 装置の 部品 名称 及び 形状 は， 発電 ランプの 
用語 内に 定義され ていたが， 項目と して 規定した。 図 15 に， タイプ IV の 電池 式 を 追加した。 

e) 最低 光度 （本体の 6 丄 1.1) ISO 規格で は， 測定 点 及び 光度 値 を 規定し， その 基本 配 光 特性と して， 
比較的 横 広がりな "横長 形 配 光 特性" を 規定して いる。 一方， JIS では， 日本国内の 道路 環境， 一般 
ユーザの 要望に 応え， 円形で 中心部が 明るい "円形 配 光 特性" も 規定して いる。 

ハブ ダイナ モ 式の LED など 力 S 低速で 点滅す る 力、 点滅 式の 前照灯 は 認めて おらず， 自動車で は 緊急 
車両 以外 ランプ を 点滅 させて はならない。 このため， "定格 電圧で 点灯した ときに 目で 見える 点滅 をし 
て はならない。" を 追加した。 

光度の 測定で は， スクリーン 面の 測定 点の 照度 を 測定し 光度に 換算す るた め， 図の 名称 を "光度の 
測定 点" から "照度の 測定 点" に 変更した。 

円形 配 光 特性で は， 電球 式が フィラメント を 使用して いるた め， 光線 を 均等に 照射す る こと カ灘し 
く 光に ムラが できて しまう。 また， 電球 を 交換して 試験す る ことがある 力、 そのと きの 電球の ねじ 込 
み 強さに よって フィ ラメ ントの 角度 力ぶ 変化し， スクリーンに 照射され る 明るい 部分の 角度 も 違って く 
るた め， 従来は 測定 点 B〜E の 平均 を 規定して いた。 しかし， 測定 点 B， D の 上下が 暗い 横長 形の 配 
光 特性 を もつ 前照灯で も 4 点の 平均値の lOOcd 以上 を 満たす ことがある ため， 各 点の 最低 光度の 基準 
カ泌要 となった。 現行の 製品 で 光度 を 測定 し， フィラメントの 特性に よる 光度 値の ばらつき を 考慮し， 
各 点の 最低 光度 値 50 cd を 追加した。 

従来 "2 灯 式の もの は， 1 灯 ごとに それぞれの 値 を 満足し なければ ならない" と 規定され ていたが， 
これ は 2 灯が 別々 になった 前照灯で， 1 灯の 電球が 切れても， も う 1 灯が 点灯す る タイプの 規定で あ 
つた。 しかし， 電子回路 を 内蔵した 2 灯 式の 前照灯で は， 1 灯で は 点灯し ないた め， "1 灯 ごとに 単独 
でも 点灯す る" を 追加した。 また LED を 光源と する 前照灯で は， 発光ダイオードの 数が 数個の タイプ 
も あるが， これ は 発光ダイオードの 個数に よらず， 灯火の 数で は 1 灯と 呼ぶ。 

f) 光度 区分 及び 照射 範囲 区分 （本体の 6.1.1.2) 国民生活 セン 夕一 力 ^施した 自転車 用 ライ トの 商品 テ 
ストに おいて， 業界への 要望と して， ライトの 配 光 特性 及び 明るさ， 電池の 寿命の 表示に ついて， 抽 
象 的な 表現， 統一 性がない 表現が なされて おり， 消費者の 商品 選択 時に 役立つ よう 表示の 改善 を 求め 
られ た。 最近で は， 明るさ 及び 照射 範囲 を 向上 させた ライト もた くさん 発売され ており， それらに 対 
する はっきりした 尺度 を 与える ため， 光度 区分 を グレードで， 照射 範囲の 広い もの を 広角と して 区分 
する こと を 追加した。 

g) 白色光 [本体の 6.1.2a)] 従来の JIS の 白色光 域 は， ISO 規格に 整合 化させ， 電球の 特性に 合わせた 
色 度 を 規定して いる。 しかし， 白色 LED は， 青色 LED に 黄色の 赏 光体 を 混ぜて 白色に している ため， 
配合の 割合に よって ばらつ きがあり， 従来の 白 色 光 域の 規格 値 か ら 青の 領域 方向 に 外れる も のがで て 
しまう。 道路交通法 でも， 前照灯 は 白色， 又は 淡黄色と だけ 規定され ており， 色 度の 範囲まで は 規定 
していない。 このため， 現状の 技術 レベル を 考慮し LED の 普及 を 図る ため， 暫定的に 範囲 を 広げる こ 
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ととした。 また， ランプ メーカ は， LED メーカから 白色 LED の 範囲 を 指定して 購入す る カミ， その 範 
囲が 従来の 白色光の 範囲から 緑色， 黄色 側に ずれて いる た め， LED を 光源 と する 前照灯の 点灯 試験 を 
実施し， 実際に 白色と 視認 される 光 域 を 確認のう え， LED を 光源と する 前照灯 は 表 5 の 色 度 座標まで 
広げた。 また， 各 色の 色 度 座標の 範囲 を 分かりやすく する ため， 図 6 を 追加した。 
尾灯の 光度 及び 光線の 色 （本体の 6.2) 従来の 附属 書 1 "電球 式 尾灯" の 光度 及び 光線の 色の 規定 内 
容を 本体に 記載した。 

定格 （本体の 7.1) 従来は， タイプ n 又は タイプ m に 規定す る ダイナ モに 適用す る 規格 内で "定格" 
を 規定して いた 力 \ 項目と して 独立 させた。 ISO 規格で は， 1 灯 用 6V3W (前照灯 及び 尾灯 を 含めて） 
の 1 種類 だけ を 規定して いる。 従来の JIS では， 定格 は 自転車の 速度 15 km/h のとき の ダイナ モの電 
圧 及び 出力で 区分して おり， 表 8 の 4 種類 を 規定して いた。 しかし， この 規定 は 電球 を 光源と する ラ 
ンプを 想定して 決められ たもので， LED を光源とする前照灯ならば， 定格 出力 を もっと 小さく して， 
走行 抵抗が 軽い ダイナ モの 開発が 可能で ある。 JIS では， LED に 対応した 定格 電圧 及び 定格 出力 を規 
定し， 標準化すべき であるが， LED はま だ 発展 途上で あり， 現段階で 定格 出力 を 規定した 場合に は， 
より 走行 抵抗が 軽く， 定格 出力の 小さい ランプの 開発 を 阻害す るお それが ある。 また， LED は 球 切れ 
がな く， 購入 後， 前照灯の 部分 だけ を 交換す る こと も 少ない と 思われ， 今回の 改正で は， 標準化 をせ 
ず， 望ましい という 表現に した。 

従来， ハブ ダイナ モは， タイヤの 呼び を 26 で 規定して いた 力、 子供 車 及び 小径 車輪に 対応した ハブ 
ダイナ モが 開発され たため， 小径 車輪 用で は タイヤの 呼び を 22 とする 規定 を 追加した。 
出力 特性 （本体の 7.2) 本体の 7.2a) "タイプ I に 規定す る ダイナ モに 適用" は， ISO 規格に 整合 化 
した 出力 特性で ある。 この タイプ I の 規定 は， ヨーロッパ 向けに 輸出して いる メーカ も あり 必要で あ 
るた め 併記して いる。 本体の 7.2 b) "タイプ n 又は タイプ m に 規定す る ダイナ モに 適用" は， 従来 
から JIS 独自に 規定した 内容で ある。 7.2a) では ISO の 出力 特性 は 許容範囲 力ま 狭く， 7.2 b) の JIS と 
は 許容 値で 多少 差が あ り ， ダイ ナ モ の 種類 に応 じ た 出力 特性 に 適合す るよう に 規定して いる。 
電池 （本体の 箇条 8) 従来の 附属 書 2 "パッ テリ を 使用した 前照灯 及び パッ テリ を 使用した 電球 式 尾 
灯" の 電池の 規定 内容 を 本体に 記載した。 一次 電池の 仕様 （本体の 8 丄 1) では， 従来， 一次 電池の 全 
般の 安全性の 規格と して JISC85(M) (—次 電池 通則） を 規定して いた 力 s， 具体的な 電池の 種類と して， 
JISC8501 (マンガン 乾電池）， JIS C 8511 (アルカリ 一次 電池）， JIS C 8513 (リチウム 一次 電池の 安 
全 性） を 規定した。 

光度の 維持 （本体の 8.1.2) 従来の 規定で は， 試験 日数が 4 週間 も かかる ため， より 厳しい 連続 10 

時間 作動 させた 場合に も 規定に 適合す る こと を 追加した。 

仕様 （本体の 8.2.1) 従来， 二次 電池 は JIS C 8705 (密閉 型 二 ッケル • カドミウム 蓄電池） の 1 種類 
を 規定して いた 力ぶ， ニッケル '水素 蓄電池， リチウム 二次 電池 も 使用され ている ことから， JISC8708 

(密閉 型 ニッケル '水素 蓄電池)， JISG8711 (ポータブル 機器 用 リチウム 二次 電池） を 追加した。 
スィッチ 性能 （電池 を 使用した 前照灯で 適用 可能な 場合） （本体の 箇条 9) 従来の 附属 書 2 "バ ッテ 

リ を 使用した 前照灯 及び バッ テ リ を 使用した 電球 式 尾灯" のスィ ッ チ 性能の 規定 内容 を， 本体に 記載 
した。 

要求 事項 1 (本体の 9.1) 従来 "スィ ッ チの 動作 は 確実で， ON-OFF の 位置が 明確で なければ な ら な 
い" としていた 力、 プッシュ 式 スィッチ では 位置が 移動し ないた め， "スィッチ を 移動 させて ON-OFF 
を 切り替える もの は， ON-OFF の 位置が 明確で なければ ならない。" に 変更した。 
前照灯の 高速 運転 性能 （本体の 10.8) LED 光源 及び 電子回路 を 内蔵した 前照灯で は， ダイナ モが高 
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速で 回転した ときの LED, 電子回路の 耐久性 を 確認す る 必要が あり， 規定 を 追加した。 試験 方法と し 
て 速度 30 km/h で 点灯 時 30 分 間， ハブ ダイナ モ では， 更に 消灯 時の 確認 も 必要な ため 規定した。 

q) 構造 （本体の 箇条 12) 本体の 箇条 12 の e) は ，従来" ハブ ダイナ モを 使用す る 発電 ランプに おいて， 
前照灯 を 点灯 及び 消灯す る 機能 を もつ もので は， 夜間 及び 視界が 50 m 以下で あるよう な 暗い 場所に 
おいて 確実に 点灯す る 構造で なければ ならない。" と 規定して いた 力、 ハブ ダイナ モを 使用す る 発電 ラ 
ンプに 限定せ ず， 電池 式の 前照灯な ども 加える ことと し， "自動で 点灯 及び 消灯す る 機能 を もつ 前 照 
灯" に 変更した。 また "視界が 50 m 以下で あるよう な 場所" 及び "確実に 点灯す る 構造" について 
は， 解説に その 内容が 記載され ていたが， これ を 分かりやすく 本体に 注と して 記載した。 
本体の 箇条 12 の f) "手動で 強制的に 点灯で きる 機能" について は， この 解説の 箇条 3 を 参照。 
本体の 箇条 12 の k) は， 電池 式 前照灯の 電池 寿命 を 知らせる インジケータの 規定で あるが， 現行の 
製品に ィ ンジケ 一夕が 付いていな いため， "一次 電池の 取替え 時期， 又は 二次 電池の 充電 時期 を 示す ィ 
ンジケ 一夕 を もつ こ とが 望ま しい。" という 表現で 規定 を 追加した。 次回の JIS 改正の 継続 懸案 事項と 
し， ISO の 審議 を 待って， インジケータ を 必ず もつ ように 変更して いく。 

r) 光度 試験 用の 灯火 装置 （本体の 14,1.1) 従来， "製造業 者が 明示す る 定格 電圧に 対する 基準 光束で 操 
作し なければ ならない" とし， 基準 光束が 表に 規定され ていた 力 s， 前照灯に 用いられる 電球 は， JISC 
7510 に 規定す る もの を 用いて いるた め， 基準 光束が 不要で あり， 光度の 測定に 規定した "試験 電圧" 
で 操作す るよう に 変更した。 灯火 装置の 電球 は 構造 [本体の 箇条 12 のり] に 規定し， 電池 式 前照灯の 
電球の 規格 として JIS C 7508 (携帯 電灯 用 電球） を 追加 した。 

S) 光度の 測定 （本体の 14.1.2) 本体の 14丄2 a) 試験 方法 1 (横長 形 配 光 特性） は， ISO 規格に 整合 化 
した 試験で， 従来， 試験 電圧， 照度計， 照度 測定 及び 光度 値の 算出に ついて 詳しく 規定され ていな か 
つたた め， 本体の 14.1.2b) 試験 方法 2 (円形 配 光 特性） に 記載され た 内容 を 記載した。 

試験 電圧で は， 実際の ダイナ モを 駆動した 電圧で ない と 回路 を 破損させる おそれが ある もの や 正確 
な 光度 を 測定で きない 前照灯が あるた め， "ダイナ モを 定格 電圧と なる ように 稼動 させても よい。" を 
追加した。 また， 電池 を 使用した 前照灯の 試験 電圧の 規定がなかった ため， "未使用の 一次 電池 （使用 
推奨 期限 内） 又は 充電した 二次 電池の 初期 電圧 （全 負荷 状態） を 測定し， 試験 電圧と する。" を 追加し 
た。 従来， 一次 電池 は 製造 日から 4 週間 以内と 規定され ていた 力、 製造 日が 明記され た 電池 を 入手す 
る こと は 困難で， 使用 推奨 期限 内で あれば， ほとんど 電圧の 低下 もない ため "使用 推奨 期限 内" に 変 
更 した。 

照度 測定で は， 電球 は 約 10 分 間 点灯 させ， 特性が ほぼ 一定に なった とき 行う 力 2 ， LED では 特性が 
安定す るまで 約 30 分 間 かかる ため， "LED は 約 30 分 間 点灯 させ" を 追加した。 

光度 値 は， 算出 式" 化 2 " で 求める 力 3、， 試験 方法 2 (円形 配 光 特性） では， 測定 距離が 規定され， 
前照灯と スクリーン 面との 距離 を 5m としてい る。 
t) 光度の 測定 （本体の 14.2.2) 従来， 照度計， 照度 測定 及び 光度 値の 算出に ついて 詳しく 規定され て 

いなかった ため， 追加した。 
U) ダイナ モの 運転 特性 試験 （本体の 14.3) 試験 用 負荷 を JIS では， 電気抵抗の 温度 係数が 極めて 小さ 
い マン ガ ニン 線 を 無 誘導 巻きに した 抵抗器と している。 

周囲 温度 は， 従来， 発電 ラ ンプの 利用 率の 高い 日没 1 時間 付近の 全国 各地の 気温 及び ダイ ナモの 温 
度 上昇に よる 端子 電圧の 降下 を 考慮し， 最も 妥当な "20 で とし， 20で 以外のと き は 補正す る" とし 
ていた。 しかし， 空調設備で 温度 管理が でき， また 現状で ダイナ モの 種類 ごとに 補正 値 を 設けて 補正 
を 行って いない ことから "20 °C±2 XT' と した。 電池 を 使用した 前照灯 及び 尾灯の 光度の 維持 試験で 
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は， ダイナ モの 運転 特性 試験と 同じ "20 で 土 2 で" である 力、 これ は JISC8500 (—次 電池 通則） に 
規定され た 試 馬食 条件に よる。 耐 環境 試験で は， ISO 規格に 整合 化した 周囲 温度 "23 。C 土 5 。C" で 行う 
ように 規定して いる。 

耐 環境 試験 （本体の 14.6) 電池 式の 灯火 装置の 電池に ついての 記載がなかった ため， "電池 を 取り付 
けた 状態で 試験 を 行う" こと を 追加した。 

灯火 装置の 耐 振動 試験 （本体の 14.6.1) 本体の 14.6.1.2 a) (試験 方法 1) は， ISO 規格に 整合 化し 

た 試験で あ る が, 文章の 文 言と 図 9 の 振動 試験機に 記載 さ れた 内容が 異な つていた た め 文 言及び 図 を 
修正した。 また， 従来， ハブ ダイナ モには 適用し なかった 力、 ハブ ダイナ モの 試験が 実施で きる よう 
に "単体 又は 車輪に 組んだ 状態で ハブ軸 部 を 振動 試 馬食 機に 取り付けて 試験 を 行う。" こと を 追加した。 
本体の 14.6.1.2 b) (試験 方法 2) は， JIS 独自の 試験で ある 力、 ISO 規格の 専用 振動 試験機の 導入 
が 困難な ことから 試験 方法が 選択で きる 規定と なって いる。 

製品の 呼び 方 （本体の 箇条 15) 従来の 製品の 呼び 方 は， "名称， 定格 電圧 及び 定格 出力" だけで あ 
つき， "前照灯の 光源， 光度 区分， 照射 範囲 区分， 配 光 特性， 尾灯の 光源， 電源" を 明示す るよう に 
追加した。 

表示 （本体の 箇条 16) 製品の 表示で は， 前照灯 及び 尾灯に は トレー サビリ ティに 対応し， "製造 年 
月 又は その 略号" の 表示， また" 規格 番号" を 追加した。 ダイナ モも 同様に 表示 事項 を 追加した。 電 
池 ケースで は， 交換す る 電池の 種類， 個数が 分かる ように "電池の 種類"， "電池の 個数" を 表示す る 
ように 追 カロした。 

包装への 表示で は， "製品の 呼び 方， 定格 電圧 及び 定格 出力"， "製造業 者 名 又は その 略号"， "規格 番 
号"， "一次 電池 又は 二次 電池の 最大 使用 時間" を 記載す るよう にした。 また， 消費者に 商品 選択 時に 
役立つ よ う 灯火の 照射 範囲 を 図示 し て 表示す る ことが 望ましい こと を 追加し た。 
取扱説明書 (本体の 箇条 17) 取扱説明書に は， "一次 電池 又は 二次 電池の 最大 使用 時間"， "インジ 
ケ 一夕"， "夜間の 無灯火 走行の 危険性， 及び 違法 性"， "乗車 直前の 確認 事項"， "使用者の ための 相談 
窓口の 所在地， 電話番号 及び ファクシミリ 番号" を 追加した。 

懸 項 

白色光 [本体の 6.1.2 a)] 従来の JIS の 白色光 域 は， ISO 規格に 整合 化させ， 電球の 特性に 合わせた 
色 度 を 規定して いた 力ま， LED を 光源と する 前照灯 は， 従来の 白色光 域の 規格 値から 青色 又は 黄色の 領 
域 方向に 外れる ものが でて しまうた め， 現状の 技術 レベル を 考慮し LED の 普及 を 図る ため， 暫定的に 
範囲 を 広げて いる。 次回の J1S 改正 時に， LED の 白色光 域 を 再検討す る 必要が ある。 
定格 （本体の 7.1) 従来の JIS では， 定格 は， 表 8 の 4 種類 を 規定して いた。 し 力、 し， この 規定 は電 
球 を 光源と する ランプ を 想定して 決められた もので， LED を 光源と する 前照灯な らば， 定格 出力 を も 
つと 小さく して， 走行 抵抗力 軽い ダイナ モの 開発が 可能で ある。 今回の 改正で は， 標準化 をせ ず， 望 
ましい という 表現に した。 し 力、 し， JIS では， LED に 対応した 定格 電圧， 定格 出力 を 規定し， 標準化 
するべき であるた め， 次回の JIS 改正 時に， 検討す る 必要が ある。 

構造 （本体の 箇条 12) 本体の 箇条 12 の k) は， 電池 式 前照灯の 電池 寿命 を 知らせる インジケータの 
規定で あるが， 現行の 製品に インジケータが 付いていな いため， "一次 電池の 取替え 時期， 又は 二次 電 
池の 充電 時期 を 示す インジケータ を もつ ことが 望ましい。" という 表現で 規定 を 追加した。 次回の JIS 
改正 時に インジケータ を 必ず もつ ように 変更す るの か， 検討す る 必要が ある。 
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7 原案 作成 委員会の 構成 表 

原案 作成 委員会の 構成 表 を， 次に 示す。 



(委員長） 



(事務局） 



(委員） 



(オブザーバ一) 
(事務局） 



所属 

協栄 三洋 工業 株式会社 
松 下 電池 工業 株式会社 
株式会社 シ マノ 
株式会社 キヤ ッ ト アイ 
丸 善 電機 産業 株式会社 
財団法人 日本 車両 検査 協会 
社団法人 自転車 協会 
財団法人 日本規格協会 
財団法人 自 転 車 産業 振興 協会 
経済 産業 省 産業 技術 環境 局 
財団法人 自転車 産業 振興 協会 
財団法人 自転車 産業 振興 協会 

(解説 文責 亀 山 勝弘) 



自転車 JIS 原案 作成 委員会 構成 表 

氏名 所属 

青山 学院 大学 
消費生活 アドバイザー 
独立 行政法 人 国民生活 セ ン ター 
財団法人 日本 消費者 協会 
財団法人 製品 安全 協会 
消費生活 アドバイザー 
社団法人 自転車 協会 
株式会社 シ マノ 
株式会社 キヤ ッ ト アイ 
プリ ヂス トン サイ クル 株式会社 
株式会社 日 東 

財団法人 日本 車両 検査 協会 
警察庁 交通 局 
経済 産業 省 製造 産業 局 
経済 産業 省 産業 技術 環境 局 
財団法人 日本規格協会 
財団法人 自 転 車 産業 振興 協会 
財団法人 自転車 産業 振興 協会 
財団法人 自 転 車 産業 振興 協会 



自転車 JIS 原案 作成 委員会 分科会 構成 表 



史子孝 一 雄 子 勝 健 志 寛 章 秀治ニ 一 功 隆幸弘 

弋 己 

武 美禎敏 繁由豊 武 英幸 信秀勝 

川 股野 持 枝 山 口 尾 川 川 崎 川 井澤 間 井藤 山 

小 勝 仲 剣 三 畠 川 増 谷 轟 吉矢早 若 相 蛭 坪 遠 亀 



郎 志彰 志士 秀勝 功隆 悟幸弘 

ぁ哲博 一武 雄 豊 信 秀勝 

氏 松原 原 川 本 崎 口 間 井倉 藤 山 

赤 栗 桑 谷 橋 矢 川 蛭 坪 小 遠 亀 



★ 内容に ついての お 問合せ は， 規格 開発部 標準 H5 [FAX(03)M05-554 1 TEL<03)5770-1 57 1 ] へ ご連絡 

ください、， 

★J1S 規格^の 正 1；；^ おが^ 行され たお 1^ は， 次の 要領で ご; ^内いた します。 

(1) 当 協会 発行の 月刊 ふ £ "fe^iiM 匕 ジャーナル" に， 正' ぶの 内お をお' いいたします。 

(2) K 則と して 毎月 第 3 火曜日に， "曰 経 産業 新 Ifrj" 及び "曰刊ェ^^£新|]^' の J1S 発行の 広告 瀾 
で， 正 醸 票が 発行 ざれた JIS 胃 番号 及び » &の 名称 をお 知らせいた します。 

なお， 当 協会の JB 予約者の 方に は， 予約され ている 都鬥 で正鎮 票が 発行され た 場合， 自動的 
にお 送りいた します。 

★JIS 規 恪;? の ご注文 は， 出版 t ほ』 部 出版 サ一 ビス? 一 31 [TEU03)3583-8002 FAX(03)35S3-0^62] 

又は 下記の 当 協会 名 占 g 支部， liys 支 におき ましても 承って おり ますので， お 申込みく ださい。 
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